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は　

じ　

め　

に

　

天
都
外
臣
序
刻
本
『
水
滸
傳
』
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
の
あ
る
石
渠

閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
百
巻
百
回
は
、
一
九
五
四
年
に
人
民
文

学
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
排
印
本
『
水
滸
全
傳
』（
以
下
こ
れ
を
五

四
排
印
本
と
称
す
）
の
鄭
振
鐸
「
序
」
に
お
い
て
「
明
萬
曆
十
七
年

己
丑
（
一
五
八
九
年
）
天
都
外
臣
（
汪
道
昆
）
序
刻
本
」（
五
頁
）
と
紹

介
さ
れ
る
こ
と
で
初
め
て
そ
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

同
時
に
五
四
排
印
本
の
挿
増
二
十
回
を
除
い
た
部
分
の
底
本
と
さ
れ

た
版
本
で
あ
る
。

　

鄭
振
鐸
「
序
」
は
こ
の
版
本
に
つ
い
て
「
可
惜
的
是
、
我
們
用
作

底
本
的
天
都
外
臣
序
刻
本
、
並
非
萬
曆
時
初
印
本

；

其
中
有
不
少
篇

頁
、
是
清
康
煕
間
石
渠
閣
補
刻
的
。
有
的
補
刻
篇
頁
、
似
更
在
其
後
。

在
那
些
補
刻
的
篇
頁
中
、
還
没
有
発
現
多
大
的
竄
改
之
迹
、
可
能
補

刻
時
還
是
根
據
了
一
部
初
印
本
的
。
但
所
有
補
刻
的
部
分
、
我
們
仍

在
校
勘
記
裏
面
一
一
註
明
」（
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
五
四
排

印
本
に
は
こ
の
版
本
の
所
在
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
書
影
も
一
枚
も

掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
五
四
排
印
本
は
末
尾
に
附
録
と
し
て

五
種
の
版
本
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
序
文
を
載
せ
て
い
る
が
、
そ

の
一
つ
め
が
、
こ
の
版
本
の
も
の
だ
と
い
う
、
末
尾
に
「
萬
曆
己
丑

孟
冬
天
都
外
臣
撰
」
と
署
名
さ
れ
る
「
水
滸
傳
叙
」
で
あ
る
。

　

五
四
排
印
本
に
は
白
木
直
也
「
排
印
「
水
滸
全
傳
」
へ
の
批
判
と

提
言
─
─
諸
本
研
究
の
立
場
よ
り
す
る
─
─
」（『
東
方
學
』
第
四
十
五

輯
、
一
九
七
三
）
や
高
島
俊
男
「
水
滸
傳
「
石
渠
閣
補
刊
本
」
研
究

序
説
」（『
伊
藤
漱
平
教
授
退
官
記
念
中
国
学
論
集
』
所
収
、
汲
古
書
院
、

一
九
八
六
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
数
々
の
問
題
点
が
あ
る
も
の
の
、

ど
の
葉
が
い
か
な
る
種
類
の
補
刻
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
非
常
に
詳

し
い
情
報
や
、
各
巻
第
二
～
三
行
に
記
さ
れ
た
「
施
耐
菴
集
撰
／
羅

石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の

補
刻
の
様
相
に
つ
い
て

上　

 

原　

 

究　

 

一
東
京
大
学

荒　

 

木　

 

達　

 

雄
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

貫
中
纂
修
」
の
上
に
「
李
卓
吾
評
閲
」
の
五
文
字
が
埋
木
改
刻
に
よ

っ
て
加
え
ら
れ
て
い
る
巻
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
各
回
の
末
に
附
さ

れ
た
校
勘
記
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
王
利
器
「
關
於
『
水
滸
全
傳
』
的
版
本
及
校
訂
」（
原

載
『
文
学
書
刊
介
紹
』
一
九
五
四
年
第
三
期
、
本
稿
で
は
『
水
滸
研
究
論
文

集
』（
作
家
出
版
社
、
一
九
五
七
）
所
収
に
拠
っ
た
）
で
は
、
呉
暁
鈴
氏

（
こ
ち
ら
は
途
中
で
校
勘
の
任
を
離
れ
た
と
い
う
）
と
並
ん
で
五
四
排
印

本
に
お
け
る
校
勘
作
業
の
責
任
者
で
あ
っ
た
王
利
器
氏
が
、
補
刻
の

種
類
に
つ
い
て
の
よ
り
具
体
的
な
様
相
と
、
補
刻
の
時
期
に
つ
い
て

の
自
身
の
見
解
と
を
記
す
と
と
も
に
、
こ
の
版
本
に
は
全
く
評
が
附

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
明
か
し
て
い
る
。
だ
が
、
所

在
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
も
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

続
い
て
孫
楷
第
『
中
国
通
俗
小
説
書
目
』
改
訂
版
（
作
家
出
版
社
、

一
九
五
七
）
が
、
こ
の
版
本
を

天
都
外
臣
序
本
水
滸
傳
一
百
卷
一
百
回　

　

存　

明
翻
嘉
靖
本
。
正
文
半
葉
十
二
行
、
行
二
十
四
字
、
有

圖
。
題
「
施
耐
庵
集
撰
」「
羅
貫
中
纂
修
」、
首
天
都
外
臣
（
汪

道
昆
）
序
。

と
著
録
し
た
（
一
八
三
頁
）。
こ
こ
で
初
め
て
序
が
全
体
の
最
初
に
あ

る
こ
と
や
本
文
の
行
款
が
明
記
さ
れ
、
図
が
あ
る
こ
と
も
公
に
さ
れ

た
が
、
ま
た
も
や
所
在
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
同
書
が
「
存
」
と
す

る
版
本
に
つ
い
て
所
在
を
記
さ
な
い
の
は
あ
り
ふ
れ
た
通
行
本
以
外

で
は
異
例
で
あ
る
が
、
同
書
の
一
九
五
七
年
一
月
の
北
京
第
一
版
第

一
次
印
刷
に
は
間
に
合
わ
ず
に
一
九
五
八
年
一
月
の
北
京
第
二
次
印

刷
本
で
加
え
ら
れ
た
孫
楷
第
「
重
訂
通
俗
小
説
書
目
序
」（
一
九
五
七

年
十
一
月
六
日
付
）
は
、
張
栄
起
氏
が
孫
楷
第
氏
に
代
わ
っ
て
補
訂

し
た
若
干
種
の
版
本
の
一
つ
と
し
て
、「
鄭
西
諦
先
生
藏
天
都
外
臣

序
本
水
滸
傳
」
を
挙
げ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
孫
氏
自
身
は
こ
の
版
本

を
未
見
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
鄭
振
鐸
氏
（
西
諦
は
鄭
氏
の
号
）
の
個
人

的
な
蔵
書
だ
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
な
お
、
高
島

前
掲
論
文
は
張
氏
も
原
本
を
見
て
は
お
ら
ず
伝
聞
に
よ
っ
て
書
い
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
が
、
所
在
を
明
記
し
て
い
な
い
と

こ
ろ
を
見
る
と
、
そ
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
得
る
。
な
お
、
同
書

の
再
訂
版
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
二
）
で
は
先
の
引
用
の
「
明

翻
嘉
靖
本
」
の
直
後
に
「
有
清
朝
補
版
」
の
五
文
字
が
追
加
さ
れ
た

が
（
二
一
一
頁
）、
所
在
は
こ
の
版
に
も
再
録
さ
れ
た
「
重
訂
通
俗
小
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説
書
目
序
」
以
外
に
は
記
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
一
九
八
三
年
八
月
二
日
の
『
光
明
日
報
』
に
掲
載
さ
れ

た
呉
暁
鈴
「
漫
談
天
都
外
臣
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
─
─
雙
棔
掇
瑣
之

四
」（
本
稿
で
は
『
呉
暁
鈴
集
』（
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）
所
収
に

拠
っ
た
）
に
お
い
て
、
来
薫
閣
書
店
の
主
人
で
あ
っ
た
陳
杭
氏
が
蘇

州
で
入
手
し
た
こ
の
版
本
を
上
海
で
胡
適
氏
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
北

京
に
帰
っ
た
ら
呉
暁
鈴
氏
に
見
せ
る
よ
う
勧
め
ら
れ
、（
呉
氏
の
記
憶

に
よ
れ
ば
一
九
四
九
年
の
秋
に
）
そ
れ
を
見
せ
ら
れ
た
呉
氏
が
陳
氏
の

同
意
を
得
て
副
本
を
作
成
し
た
上
で
、
鄭
振
鐸
氏
と
と
も
に
担
当
し

て
い
た
北
京
大
学
の
授
業
で
学
生
に
校
勘
と
断
句
を
行
わ
せ
た
の
が

五
四
排
印
本
の
基
と
な
り
、
原
本
に
つ
い
て
は
呉
氏
ら
の
勧
め
も
あ

っ
て
陳
氏
が
国
家
に
寄
贈
し
、
一
九
五
〇
年
七
月
一
日
に
北
京
図
書

館
（
現
在
は
中
国
国
家
図
書
館
に
改
称
）
の
所
蔵
に
帰
し
た
、
と
い
う

発
見
の
経
緯
と
正
式
な
所
蔵
者
が
よ
う
や
く
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
同

時
に
、
こ
の
版
本
を
「
万
暦
十
七
年
天
都
外
臣
序
本
」
で
あ
る
と
す

る
唯
一
の
根
拠
で
あ
る
序
末
の
署
名
が
あ
る
行
は
、
文
字
の
右
端
が

僅
か
に
見
え
る
程
度
し
か
紙
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
五
四
排
印
本
に
記

さ
れ
て
以
来
信
じ
ら
れ
て
来
た
「
萬
曆
己
丑
孟
冬
天
都
外
臣
撰
」
と

い
う
の
は
呉
氏
と
戴
望
舒
氏
と
が
判
読
の
一
案
と
し
て
鄭
振
鐸
氏
に

示
し
た
憶
測
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
重
大
な

問
題
も
告
白
さ
れ
て
お
り
、
問
題
の
序
末
の
書
影
も
初
出
時
に
は
掲

載
さ
れ
て
い
た
（『
呉
暁
鈴
集
』
所
収
版
に
は
書
影
は
未
収
録
）。

　

高
島
前
掲
論
文
は
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
ま
と
め
た
上
で
、
呉
暁

鈴
前
掲
論
文
が
出
る
ま
で
「
か
く
て
、
こ
の
「
天
都
外
臣
序
本
」
は
、

水
滸
研
究
上
（
た
だ
に
版
本
研
究
の
み
で
は
な
く
）
き
わ
め
て
重
要
な

位
置
を
占
め
る
本
で
あ
り
な
が
ら
、
研
究
者
は
現
物
も
写
真
も
見
る

こ
と
が
で
き
ず
、「
五
四
排
印
本
」
を
手
が
か
り
に
甲
論
乙
駁
す
る

ほ
か
な
く
、
あ
と
に
の
べ
る
如
く
「
か
く
も
多
く
の
時
間
と
精
力
」

が
浪
費
さ
れ
る
状
態
が
つ
づ
い
て
き
た
の
で
あ
っ
た
」（
五
七
一
頁
）

と
述
べ
、
更
に
呉
暁
鈴
前
掲
論
文
か
ら
序
末
の
書
影
を
転
載
し
て
、

「
萬
曆
己
丑
孟
冬
天
都
外
臣
撰
」
と
い
う
と
い
う
判
読
が
「
無
茶
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
い
」（
五
七
五
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
高
島
氏

は
そ
の
一
方
で
、
五
四
排
印
本
に
よ
っ
て
本
文
の
対
校
を
行
っ
た
限

り
で
は
「
石
渠
閣
補
刊
本
（
の
原
刊
部
分
）
は
、
現
存
容
與
堂
三
本

の
い
ず
れ
よ
り
も
古
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」（
五
八
九
頁
）
と

い
う
指
摘
も
し
て
お
り
、「
石
渠
閣
補
刊
本
、
お
よ
び
未
公
開
の
容
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

與
堂
諸
本
の
影
印
本
刊
行
が
待
た
れ
る
。
そ
れ
を
得
て
、
石
渠
閣
補

刊
本
原
刊
部
分
の
位
置
づ
け
は
さ
ら
に
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
」

（
五
八
二
～
五
八
三
頁
）
と
当
該
論
文
を
結
ん
で
い
る
。

　

本
の
所
在
が
明
か
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本

の
全
冊
を
撮
影
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
そ
れ
に
先
立
っ
て
一
九

七
〇
年
代
に
シ
カ
ゴ
大
学
東
亜
図
書
館
に
収
め
ら
れ
た
り
（
馬
幼
垣

『
水
滸
二
論
』（
初
出
の
繁
体
字
版
は
聯
經
出
版
、
二
〇
〇
二
。
本
稿
で
は

後
出
の
簡
体
字
版
（
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
七
）
に
拠
っ
た
）
四
一
〇
頁
参

照
）、
中
国
国
家
図
書
館
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
原
本
の

閲
覧
も
年
々
容
易
に
な
っ
て
き
た
り
は
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て

影
印
本
は
出
版
さ
れ
ず
、
中
国
国
家
図
書
館
で
は
複
写
に
三
分
の
一

ま
で
と
い
う
分
量
の
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
本
の
全

貌
の
把
握
が
容
易
で
は
な
い
状
況
は
つ
い
昨
年
ま
で
続
い
て
来
た
。

例
え
ば
、
馬
蹄
疾
『
水
滸
書
録
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
）
に

原
本
を
調
査
し
た
上
で
の
も
の
と
思
わ
れ
る
著
録
が
あ
り
、
馬
幼
垣

前
掲
書
に
は
馬
幼
垣
氏
が
入
手
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
基
づ
い

た
研
究
の
成
果
で
あ
る
「
問
題
重
重
的
所
謂
天
都
外
臣
序
本
『
水
滸

傳
』」（
一
〇
〇
～
一
一
三
頁
及
び
巻
頭
挿
図
一
八
～
二
三
）、「
所
謂
天
都

外
臣
序
本
『
水
滸
傳
』
尚
未
發
現
第
二
套
存
本
」（
四
〇
九
～
四
一
〇

頁
）、「
從
挂
名
天
都
外
臣
序
本
『
水
滸
傳
』
的
挿
圖
看
該
本
的
素

質
」（
四
一
一
～
四
二
三
頁
及
び
巻
頭
挿
図
三
二
～
五
〇
）
と
い
う
三
篇

の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
馬
蹄
疾
前
掲
書
と
馬
幼
垣
前

掲
書
と
で
は
、
版
心
に
「
石
渠
／
閣
補
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
葉
の
数

や
、
同
じ
く
「
康
熙
五
年
／
石
渠
閣
補
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
葉
の
数

が
、
い
ず
れ
も
食
い
違
っ
て
い
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
文
字

が
刻
さ
れ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
極
め
て
明
白
な
指
標
が
あ
る
点
に

つ
い
て
の
食
い
違
い
で
あ
り
な
が
ら
、
鄧
雷
『
水
滸
傳
版
本
知
見

録
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
七
）
は
両
氏
の
挙
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
数

を
併
記
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
実
際
に
は
何
葉
あ
る
の
か
の

再
検
証
は
行
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
石
渠
閣
補
刻
本
は
全
体
で
千
三

百
葉
を
超
え
る
大
部
な
も
の
（
詳
細
後
述
）
な
の
で
、
再
検
証
を
行

う
に
は
原
本
ま
た
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
所
蔵
元
に
何
日
も
通
い

詰
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
鄧
雷
氏
の
処
置
に

も
無
理
か
ら
ぬ
面
が
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
一
変
さ
せ
た
の
が
、
東
京
古
典
会
の
平
成
二
十

九
年
度
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
に
出
品
さ
れ
て
平
田
昌
司
氏
が
落
札

①

②
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し
た
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
と
同
版
と
思
わ
れ
る
新
た
な
伝
本
の

出
現
で
あ
っ
た
。
発
見
の
詳
し
い
経
緯
は
本
誌
に
収
め
る
小
松
謙

「
日
本
伝
存
の
石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
発
見
の
経
緯
」
を

参
照
さ
れ
た
い
が
、
こ
こ
に
お
い
て
原
本
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の

所
蔵
元
に
行
か
ず
と
も
平
田
氏
蔵
本
の
写
真
に
よ
っ
て
研
究
を
進
め

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
中

国
国
家
図
書
館
蔵
本
と
新
出
の
平
田
氏
蔵
本
が
本
当
に
同
版
な
の
か

ど
う
か
、
確
か
に
同
版
で
あ
る
と
す
れ
ば
ど
ち
ら
が
よ
り
刷
り
が
早

い
の
か
、
平
田
氏
蔵
本
の
出
現
に
よ
っ
て
補
刻
の
状
況
に
関
し
て
新

た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
の
か
、
な
ど
と
い
っ
た
問
題
を
検
証
す
る
必

要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

発
見
に
携
わ
っ
た
者
た
ち
の
中
で
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
検
証
し
て

論
文
に
ま
と
め
る
担
当
者
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
八
月
二
十
四
～
二

十
六
日
に
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
原
本
を
閲
覧
し
た
こ
と
の
あ
る

上
原
と
荒
木
、
即
ち
本
稿
の
著
者
二
人
に
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
上
原
は
そ
の
際
に
は
他
の
版
本
の
調
査
を
主
目
的
と
し

て
い
た
た
め
、
石
渠
閣
補
刻
本
は
ざ
っ
と
書
誌
デ
ー
タ
を
採
っ
た
上

で
そ
れ
以
前
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
見
た
際
に
写
り
が
不
鮮
明
で

判
読
が
困
難
だ
っ
た
箇
所
を
幾
つ
か
確
認
し
た
と
い
う
程
度
で
、
全

体
の
本
格
的
な
調
査
に
は
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
そ
の
際
に

石
渠
閣
補
刻
本
の
詳
細
な
調
査
を
行
い
、
そ
れ
以
前
に
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
か
ら
一
部
分
の
複
写
を
入
手
し
て
も
い
た
荒
木
は
、
既
に
単

著
で
「
石
渠
閣
出
版
活
動
和
『
水
滸
傳
』
之
補
刻
」（『
漢
學
研
究
』

第
三
十
五
巻
第
三
期
、
二
〇
一
七
）
と
い
う
関
連
論
文
も
発
表
し
て
い

た
た
め
適
任
か
と
思
わ
れ
た
が
、
台
湾
で
非
研
究
職
に
就
い
て
い
た

た
め
、
平
田
氏
蔵
本
の
原
本
を
閲
覧
調
査
す
る
た
め
に
京
都
を
訪
れ

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
荒
木
が
二
〇
一

五
年
八
月
の
調
査
記
録
と
所
有
分
の
複
写
と
を
上
原
に
見
せ
、
そ
れ

と
上
原
が
撮
影
し
た
平
田
氏
蔵
本
の
写
真
と
に
基
づ
い
て
、
両
伝
本

の
関
係
に
つ
い
て
二
人
で
予
備
的
な
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
時
点
で
、

荒
木
が
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
複
写
を
所
有
し
て
い
た
箇
所
に
関

し
て
は
、
平
田
氏
蔵
本
の
第
二
冊
以
降
は
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
と

例
外
な
く
同
版
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
複
写
未

入
手
の
箇
所
も
含
め
た
全
容
を
把
握
す
る
べ
く
、
上
原
が
二
〇
一
八

年
十
月
二
十
三
～
二
十
六
日
に
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
原
本
の
閲

覧
調
査
を
再
び
行
い
、
そ
の
上
で
得
ら
れ
た
知
見
を
論
文
に
ま
と
め
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
上
原
が
再
度
の
調
査
に
行
く
直
前
の
二

〇
一
八
年
十
月
中
旬
に
な
っ
て
、
中
国
国
家
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

内
の
「
中
華
古
籍
資
源
庫
」（http://m

ylib.nlc.cn/w
eb/guest/

shanbenjiaojuan
）
に
お
い
て
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
全
葉
の

画
像
が
突
如
と
し
て
公
開
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
以
降
は
二
人
と
も
適

宜
そ
の
画
像
も
参
照
し
て
い
る
。
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
上
原
の
書

い
た
草
稿
に
荒
木
が
目
を
通
し
て
修
正
意
見
を
出
し
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
上
原
が
最
終
的
に
ま
と
め
る
と
い
う
手
順
を
執
っ
た
。
本
稿
が

上
原
と
荒
木
の
共
著
論
文
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
経

緯
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一　

中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
書
誌
情
報

　

中
国
国
家
図
書
館
蔵
『
忠
義
水
滸
傳
』
百
巻
百
回
は
、
請
求
記
号

一
〇
七
八
七
、
四
函
二
十
八
冊
（
各
函
七
冊
）、
新
補
藍
色
表
紙
二
五
．

九
×
一
七
．
一
㎝
、
各
冊
前
表
紙
右
肩
糸
外
に
冊
次
を
朱
書
、
金
鑲

玉
装
、
原
紙
高
二
二
．
四
㎝
、
原
紙
は
竹
紙
、
天
地
裁
断
あ
り
、
冊

に
よ
り
少
し
く
虫
損
あ
り
。
序
首
と
大
尾
に
陽
刻
正
方
「
北
京
／
圖

書
／
館
藏
」
を
捺
す
が
、
そ
の
二
箇
所
以
外
に
蔵
書
印
は
見
え
な
い
。

　

各
冊
前
副
一
或
二
葉
、
後
副
一
葉
。
第
一
冊
は
前
か
ら
順
に
封
面
、

「
水
滸
傳
叙
」
六
葉
、「
忠
義
水
滸
傳
目
録
」
九
葉
、「
水
滸
傳
像
」

四
十
八
葉
九
十
六
幅
を
収
め
る
。
第
二
冊
は
「
忠
義
水
滸
傳
引
首
」

三
葉
に
続
い
て
巻
一
第
一
回
が
置
か
れ
、
以
下
数
巻
ご
と
に
冊
を
変

え
な
が
ら
、
第
二
十
八
冊
の
巻
一
百
第
一
百
回
ま
で
続
く
。
各
巻
一

回
で
、
本
文
は
計
千
二
百
八
十
九
葉
。
以
上
の
範
囲
に
は
、
虫
損
を

受
け
た
り
部
分
的
に
破
損
し
て
い
た
り
す
る
葉
が
若
干
あ
り
は
す
る

も
の
の
、
欠
葉
や
鈔
補
葉
は
全
く
無
い
。
料
紙
は
均
質
な
の
で
、
別

本
に
よ
る
補
配
も
皆
無
だ
と
認
め
ら
れ
る
。

　

前
付
の
う
ち
、
封
面
・「
水
滸
傳
叙
」・「
水
滸
傳
像
」
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
章
を
改
め
て
詳
述
す
る
。

　

「
忠
義
水
滸
傳
目
録
」
は
半
葉
十
二
行
二
十
四
字
で
、
行
款
・
版

式
・
字
様
の
い
ず
れ
も
後
述
の
本
文
の
そ
れ
に
等
し
い
。
各
回
に
つ

い
て
「（
低
二
格
）
巻
一
第
一
囬
／
（
低
三
格
）
張
天
師
祈
禱
瘟
疫

（
隔
三
格
）
洪
太
尉
誤
走
妖
魔
」
と
い
う
形
式
で
、
回
目
下
句
の
第

一
字
の
高
さ
が
揃
う
よ
う
に
隔
格
の
数
を
調
節
し
て
い
る
。
第
九
葉

表
第
九
行
で
第
百
回
の
回
目
が
終
わ
り
、
そ
の
後
版
心
ま
で
空
行
が

続
く
が
、
裏
は
版
心
の
一
部
と
第
一
・
二
行
の
上
方
の
み
を
残
し
て

③
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破
り
去
ら
れ
て
お
り
、
第
九
葉
裏
に
目
末
題
が
刻
さ
れ
て
い
た
か
否

か
は
確
認
不
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

「
忠
義
水
滸
傳
引
首
」
と
本
文
は
目
録
と
同
版
式
で
、
左
右
双
辺
、

有
界
（
ご
く
稀
に
無
界
）、
白
口
、
単
黒
魚
尾
（
ご
く
稀
に
単
白
魚
尾
）、

半
葉
十
二
行
二
十
四
字
、
巻
一
首
の
内
匡
郭
一
九
．
七
×
一
三
．
一

㎝
、
楷
書
写
刻
体
。
版
心
は
「（
低
五
格
）（
一
格
に
て
魚
尾
）
水
滸
傳

巻
之
幾
（
隔
四
～
六
格
）
丁
付
（
横
線
、
ご
く
稀
に
横
線
な
し
）」
が
基

本
で
、
丁
付
は
巻
ご
と
に
改
め
る
。
そ
し
て
、
版
心
下
方
の
横
線
よ

り
下
に
「
石
渠
／
閣
補
」、「
康
熙
五
年
／
石
渠
閣
補
」、「
○
」、

「（
そ
の
葉
の
字
数
）」
の
い
ず
れ
か
が
刻
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
字
数
が
刻
さ
れ
て
い
る
の
は
巻
六
第
九
葉
裏
に
「
五
百

卄
七
」、
巻
四
十
三
第
十
一
葉
表
に
「
五
百
七
十
六
」、
巻
五
十
一
第

五
葉
裏
に
「
五
百
七
十
六
」、
巻
九
十
七
第
十
二
葉
表
に
「
五
百
四

四
」
の
計
四
葉
の
み
だ
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
葉
の
表
裏
に
刻
さ
れ
た

正
確
な
字
数
で
あ
る
。
残
る
「
石
渠
／
閣
補
」
と
「
康
熙
五
年
／
石

渠
閣
補
」
と
「
○
」
の
三
種
は
い
ず
れ
も
補
刻
葉
で
あ
る
こ
と
を
示

す
標
識
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
章
を
改
め
て
述
べ
る
。

　

巻
一
第
一
葉
表
第
一
～
五
行
を
「
忠
義
水
滸
傳
巻
之
一
／
（
低
三

格
）（
以
下
の
五
字
と
そ
の
間
の
空
格
を
合
わ
せ
て
占
八
格
に
て
第
二
・
三

行
の
中
心
に
）
李　
卓　
吾　
評　
閲
（
隔
二
格
）（
以
下
毎
字
隔
一
格
に

て
）
施
耐
菴
集
撰　
　

／
（「
李　
卓　
吾　
評　
閲
」
を
前
行
と
共
有
）（
隔

二
格
）（
以
下
毎
字
隔
一
格
に
て
）
羅
貫
中
纂
修　
　

／　

第
一
囬
／

（
低
三
格
）
張
天
師
祈
禱
瘟
疫
（
隔
三
格
）
洪
太
尉
誤
走
妖
魔
」
と
し

て
お
り
、
以
下
本
文
に
入
る
（
図
1
）。
引
首
お
よ
び
巻
二
以
降
の

各
巻
の
第
一
～
五
行
も
こ
れ
に
準
じ
る
が
、
第
二
・
三
行
の
中
間
の

図
1　

中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
巻
一
第
一
葉
表
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

上
方
に
「
李　
卓　
吾　
評　
閲
」
の
文
字
が
見
え
る
の
は
、
引
首
・
巻

一
～
十
・
二
十
二
・
四
十
三
・
六
十
二
・
八
十
二
の
計
十
五
箇
所
の

み
。
五
四
排
印
本
以
下
多
く
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、

「
李　
卓　
吾　
評　
閲
」
の
五
文
字
は
十
五
箇
所
い
ず
れ
も
他
の
文
字

と
字
様
が
異
な
っ
て
お
り
、
後
か
ら
埋
木
に
よ
っ
て
追
加
し
た
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。

　

巻
の
末
葉
が
裏
面
第
十
二
行
（
末
行
）
ま
で
残
っ
て
い
る
場
合
は
、

例
外
な
く
そ
の
行
に
「
忠
義
水
滸
傳
巻
之
幾
」
と
い
う
尾
題
が
刻
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
行
ま
で
料
紙
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
い

ず
れ
も
そ
の
右
隣
の
行
ま
で
本
文
が
続
い
て
い
る
巻
三
・
四
・
十

二
・
十
三
・
二
十
・
六
十
八
・
八
十
四
・
九
十
六
・
九
十
九
・
一
百

の
み
で
あ
る
。
上
記
以
外
の
計
九
十
巻
と
引
首
の
各
末
葉
は
、
本
文

が
終
わ
る
行
の
す
ぐ
左
で
料
紙
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
か
、
本
文
が

終
わ
っ
た
行
か
ら
数
行
を
空
け
た
と
こ
ろ
で
料
紙
が
切
り
取
ら
れ
て

い
る
か
、
本
文
が
葉
の
表
で
終
わ
っ
た
場
合
に
版
心
ま
で
或
い
は
裏

の
第
一
行
か
第
二
行
ま
で
を
残
し
た
と
こ
ろ
で
料
紙
が
切
り
取
ら
れ

て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
本
文
が
終
わ
る
行
自
体
が
そ
の
行
の
文
字
の

右
側
の
一
部
だ
け
を
残
し
て
切
り
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
、
の

い
ず
れ
か
と
な
っ
て
い
る
。
右
の
ど
の
場
合
も
、
料
紙
が
残
っ
て
い

る
範
囲
に
は
字
の
無
い
行
で
も
界
線
が
刷
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
文

が
ど
の
行
で
終
わ
っ
た
か
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
葉
の
裏
面
の
第
十
二

行
ま
で
空
行
を
続
け
て
第
十
二
行
に
「
忠
義
水
滸
傳
巻
之
幾
」
と
い

う
尾
題
を
彫
る
形
で
統
一
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

五
四
排
印
本
以
来
多
く
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、

版
心
に
前
述
の
三
種
の
補
刻
標
識
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
葉
以
外
に
も

全
体
が
補
刻
だ
と
思
わ
れ
る
葉
が
あ
り
、
そ
の
他
に
原
刻
の
版
木
の

一
部
と
補
刻
の
版
木
と
を
接
ぎ
足
し
て
刷
ら
れ
て
い
る
葉
も
存
在
す

る
。
そ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
の
章
で
述
べ
る
。
ま
た
、
原
刻

と
思
し
き
葉
の
中
に
は
、
漫
漶
が
進
ん
で
い
る
葉
が
散
見
さ
れ
る
。

二　

平
田
氏
蔵
本
の
書
誌
情
報

　

平
田
昌
司
氏
蔵
『
忠
義
水
滸
傳
』
百
巻
百
回
は
、
二
帙
十
二
冊

（
各
帙
六
冊
）、
藍
色
の
各
帙
表
の
左
肩
に
白
紙
書
題
簽
「
水
滸
傳
　
　

某
帙
」（
某
は
上
下
）
を
貼
付
、
後
補
薄
茶
色
表
紙
二
三
．
七
×
一
五
．

五
㎝
、
各
冊
前
表
紙
左
肩
よ
り
「
水
滸
傳
（
隔
約
五
格
）
幾
」（
幾
は

冊
次
、
第
九
冊
の
「
九
」
は
「
三
」
な
い
し
「
五
」
の
上
に
太
字
で
重
ね
書
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き
す
る
）
と
朱
書
、
第
五
・
六
・
八
・
九
・
十
二
冊
で
は
左
肩
よ
り

の
冊
次
朱
書
の
隣
に
「
幾
至
／
幾
」（
幾
は
い
ず
れ
も
巻
次
）
と
墨
書
、

下
小
口
に
毎
字
改
行
に
て
「
水
　
滸
　
傳
　
幾
」（
幾
は
冊
次
）
と
墨

書
、
康
熙
六
針
眼
訂
、
竹
紙
（
第
一
冊
の
み
楮
紙
）、
天
地
裁
断
あ
り
、

冊
に
よ
り
僅
か
に
虫
損
あ
り
。
間
々
朱
筆
或
い
は
墨
筆
に
て
補
筆
・

句
読
・
圏
点
・
傍
線
・
訓
点
・
送
仮
名
・
校
勘
・
音
注
・
義
注
等
の

書
き
入
れ
あ
り
。
蔵
書
印
は
ど
こ
に
も
見
え
な
い
。
蔵
書
票
の
剥
離

痕
や
請
求
記
号
の
書
き
入
れ
な
ど
と
い
っ
た
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
た
痕
跡
は
全
く
見
出
せ
な
い
の
で
、
入
札
会
へ
の
出
品
以
前
も
個

人
の
所
蔵
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

第
一
冊
に
は
前
か
ら
順
に
「
讀
忠
義
水
滸
傳
序
」
三
葉
、「
李
卓

吾
先
生
批
點
忠
義
水
滸
傳
目
録
」
二
葉
、「
李
卓
吾
先
生
批
點
忠
義

水
滸
傳
引
首
」
四
葉
と
、
不
分
巻
の
本
文
第
一
～
二
回
の
計
三
十
九

葉
と
を
収
め
る
が
、
こ
れ
ら
の
全
葉
が
享
保
十
三
年
林
九
兵
衛
和
刻

本
『
李
卓
吾
先
生
批
點
忠
義
水
滸
傳
』（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
等
蔵
。

第
十
回
末
に
「
享
保
戊
申
（
十
三
年
）
孟
春
望
日
／　
　

京
師
書
坊　

林
九

兵
衛
」
の
刊
記
を
持
つ
）
と
同
版
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
第
一
冊
は
第
二

冊
以
降
の
石
渠
閣
補
刻
本
の
欠
巻
部
分
を
和
刻
本
で
補
っ
た
も
の
と

認
め
ら
れ
る
。
表
紙
は
第
二
冊
以
降
と
同
質
の
も
の
が
附
さ
れ
て
お

り
、
全
十
二
冊
の
い
ず
れ
も
が
天
地
の
裁
断
を
受
け
て
同
じ
大
き
さ

に
揃
え
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
冊
以
降
が
石
渠
閣
補
刻
本
で
、
巻
三
か
ら
巻
一
百
ま
で
の
九

十
八
巻
分
の
本
文
計
千
二
百
五
十
八
葉
が
、
部
分
的
な
破
損
や
虫
損

や
鈔
補
を
蒙
る
葉
が
若
干
あ
る
も
の
の
、
欠
葉
も
全
面
的
な
鈔
補
葉

も
な
く
揃
っ
て
い
る
。
第
二
冊
以
降
の
料
紙
は
ど
の
葉
で
も
均
質
で

あ
り
、
第
一
冊
以
外
に
は
補
配
は
無
い
と
認
め
ら
れ
る
。

　

第
二
冊
以
降
の
千
二
百
五
十
八
葉
の
う
ち
、
巻
十
五
第
一
・
二
葉

と
巻
八
十
二
第
十
三
葉
の
計
三
葉
が
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
と
異
版

で
あ
る
の
を
例
外
と
し
て
、
そ
の
他
の
計
千
二
百
五
十
五
葉
は
全
て

中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
と
同
版
で
あ
る
。
異
版
の
三
葉
は
い
ず
れ
も

中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
で
は
版
心
に
「
○
」
が
刻
さ
れ
て
い
る
葉
で

あ
り
、
か
つ
版
心
に
「
○
」
が
刻
さ
れ
て
い
る
の
は
両
伝
本
を
通
じ

て
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
上
記
三
葉
の
み
で
あ
る
。
こ
の
三
葉
の

詳
細
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る
。

　

基
本
的
に
同
版
で
あ
る
以
上
当
然
な
が
ら
、
版
式
は
中
国
国
家
図

書
館
蔵
本
に
同
じ
で
、
巻
三
首
の
内
匡
郭
は
一
九
．
九
×
一
三
．
〇

④

⑤

⑥
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

㎝
。
各
巻
首
第
一
～
三
行
の
記
載
は
、「
李　
卓　
吾　
評　
閲
」
の
有

無
を
含
め
て
、
全
て
の
巻
に
お
い
て
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
と
完
全

に
一
致
す
る
。
版
心
下
方
の
記
載
の
有
無
、
及
び
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
刻
さ
れ
て
い
る
文
字
や
記
号
も
、
同
版
の
計
千
二
百
五
十
五
葉
に

関
し
て
は
、
印
刷
不
良
や
料
紙
の
欠
損
に
よ
っ
て
平
田
氏
蔵
本
の
版

心
下
方
の
記
載
の
有
無
自
体
が
確
認
出
来
な
い
葉
が
三
葉
あ
る
の
を

除
け
ば
、
全
て
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
と
同
じ
で
あ
る
。
更
に
、
原

刻
の
版
木
の
一
部
と
補
刻
の
版
木
と
を
接
ぎ
足
し
て
い
る
葉
の
数
や
、

そ
れ
に
該
当
す
る
個
々
の
葉
の
接
ぎ
足
し
の
状
態
も
、
中
国
国
家
図

書
館
蔵
本
と
変
わ
ら
な
い
。
原
刻
部
分
に
漫
漶
が
散
見
さ
れ
る
点
も

同
じ
だ
が
、
そ
の
比
率
や
進
行
度
合
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

各
巻
末
葉
は
尾
題
よ
り
手
前
で
料
紙
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
が
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
よ
り
は
高
い
頻
度
で
尾
題
ま
で

残
っ
て
お
り
、
巻
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
九
・
十
二
・
十
三
・
十

八
・
二
十
・
三
十
一
・
三
十
二
・
四
十
三
・
四
十
五
・
四
十
六
（
但

し
文
字
の
右
端
だ
け
を
残
し
て
破
損
）・
四
十
八
・
五
十
六
・
五
十
九
・

六
十
・
六
十
四
・
六
十
五
・
六
十
八
・
七
十
・
七
十
一
・
七
十
二
・

七
十
四
・
七
十
六
・
八
十
・
八
十
二
・
八
十
三
・
八
十
四
・
九
十
・

九
十
四
・
九
十
五
・
九
十
六
・
九
十
八
・
九
十
九
・
一
百
の
各
末
葉

裏
第
十
二
行
に
「
忠
義
水
滸
傳
巻
之
幾
」
が
確
認
出
来
る
。

三　

中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
と
平
田
氏
蔵
本
の
先
後
関
係

　

両
者
の
同
版
の
葉
同
士
を
比
べ
る
と
、
版
木
の
状
態
に
そ
れ
ほ
ど

変
化
が
無
い
葉
が
多
い
が
、
仔
細
に
見
る
と
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本

の
方
が
幾
ら
か
漫
漶
が
進
行
し
て
い
る
葉
や
、
平
田
氏
蔵
本
で
は
ま

だ
小
さ
い
版
木
の
横
割
れ
が
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
で
広
が
っ
て
い

る
葉
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
平
田
氏
蔵
本
に
は
見
え
な
い
版
木

の
横
割
れ
が
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
に
は
は
っ
き
り
確
認
出
来
る
葉

や
、
平
田
氏
蔵
本
で
は
欠
け
て
い
な
い
版
木
の
一
部
分
が
中
国
国
家

図
書
館
蔵
本
で
は
欠
損
し
て
い
る
葉
も
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
く
稀
に
だ
が

認
め
ら
れ
る
。

　

一
例
と
し
て
、
両
者
の
巻
五
十
五
第
九
葉
裏
と
第
十
葉
表
の
見
開

き
を
比
較
し
て
み
よ
う
（
図
2
・
3
）。
第
九
葉
裏
の
左
匡
郭
や
第
十

葉
表
の
右
匡
郭
の
欠
け
る
位
置
が
両
者
で
一
致
し
て
い
る
ほ
か
、
第

十
葉
表
第
一
行
第
四
格
の
「
在
」
字
を
貫
い
て
左
に
延
び
る
細
い
横

割
れ
が
（
や
や
不
明
瞭
だ
が
）
図
2
に
も
図
3
に
も
見
え
る
の
で
、
両

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
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図
2　

平
田
氏
蔵
本
巻
五
十
五
第
九
葉
裏
・
第
十
葉
表

図
3　

中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
巻
五
十
五
第
九
葉
裏
・
第
十
葉
表
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

者
が
同
版
な
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
、
図
3
に
非
常
に
は
っ
き

り
と
見
え
る
第
九
葉
裏
第
十
二
行
第
八
格
「
末
」
字
を
貫
い
て
右
へ

伸
び
る
長
い
横
割
れ
と
、
同
じ
く
第
十
葉
表
第
一
行
第
八
格
「
箇
」

の
字
を
貫
い
て
左
に
伸
び
る
長
い
横
割
れ
と
は
、
図
2
で
は
影
も
形

も
見
え
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
葉
は
平
田
氏
蔵
本
の
方
が
刷
り
が
早

く
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
方
が
刷
り
が
遅
い
の
で
あ
る
。
な
お
、

図
3
の
右
記
の
二
つ
の
横
割
れ
は
左
右
対
称
を
成
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
二
葉
が
一
枚
の
版
木
の
表
裏
に
上
下
を
揃
え
て
彫
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

　

上
原
が
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
原
本
と
平
田
氏
蔵
本
の
写
真
と

を
並
べ
て
全
葉
を
一
通
り
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
漫
漶
も
横
割
れ
も
版

木
の
一
部
の
欠
損
も
、
こ
れ
と
は
逆
に
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
方

が
刷
り
が
早
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
事
例
は
絶
無
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

両
者
が
同
版
の
葉
は
例
外
な
く
平
田
氏
蔵
本
の
方
が
中
国
国
家
図
書

館
蔵
本
よ
り
も
刷
り
が
早
い
と
認
め
ら
れ
る
。

　

但
し
、
平
田
氏
蔵
本
に
は
刷
り
に
ム
ラ
が
あ
る
葉
が
散
見
さ
れ
、

そ
う
し
た
葉
で
は
ご
く
一
部
の
文
字
の
印
刷
が
妙
に
濃
い
一
方
で
、

逆
に
印
刷
が
薄
く
読
み
辛
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
文
字
が
少
な
か
ら

ず
見
ら
れ
る
。
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
に
も
平
田
氏
蔵
本
と
同
じ
文

字
が
濃
く
出
る
刷
り
ム
ラ
が
間
々
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
刷
り
ム

ラ
は
版
木
に
反
り
が
生
じ
る
な
り
部
分
的
な
埋
木
改
刻
を
受
け
る
な

り
し
て
版
面
の
高
さ
が
不
均
一
に
な
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
刷
り
ム
ラ
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本

は
全
体
的
に
平
田
氏
蔵
本
よ
り
も
濃
く
刷
ら
れ
て
お
り
、
平
田
氏
蔵

本
で
は
薄
く
て
読
み
辛
い
文
字
が
は
っ
き
り
と
読
め
る
場
合
も
あ
る
。

破
損
や
虫
損
で
読
め
な
い
文
字
も
互
い
に
補
い
合
え
る
の
で
、
両
伝

本
を
対
照
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

　

前
章
で
述
べ
た
両
者
が
例
外
的
に
異
版
で
あ
る
三
葉
は
、
い
ず
れ

も
平
田
氏
蔵
本
で
は
原
刻
と
思
わ
れ
る
些
か
漫
漶
が
進
ん
だ
葉
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
は
版
心
下
方
に
「
○
」
を

刻
し
た
補
刻
葉
と
な
っ
て
い
る
（
図
4
・
5
）。
図
4
は
第
七
～
十
二

行
の
第
九
～
十
九
格
辺
り
の
文
字
に
漫
漶
が
見
ら
れ
、
第
十
・
十
一

行
の
第
十
～
十
七
格
の
文
字
の
多
く
は
刷
り
の
悪
い
筆
画
を
墨
筆
で

な
ぞ
る
補
筆
が
旧
蔵
者
の
手
に
よ
っ
て
施
さ
れ
て
い
る
。
平
田
氏
蔵

本
の
印
刷
後
に
こ
の
漫
漶
が
更
に
進
ん
で
判
読
が
困
難
に
な
っ
た
た

め
に
、
補
刻
が
行
わ
れ
て
図
5
の
形
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑫
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な
お
、
平
田
氏
蔵
本
の
巻
十
五
第
二
葉
は
左
右
の
匡
郭
の
欠
け
る

位
置
が
同
第
一
葉
と
左
右
対
称
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
同
じ
一
枚
の

版
木
の
表
裏
に
彫
ら
れ
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
中

国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
印
刷
に
至
る
ま
で
に
、
版
木
一
枚
が
両
面
と

も
補
刻
に
置
き
換
え
ら
れ
た
と
い
う
訳
だ
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
版
本

は
全
体
を
通
し
て
原
則
と
し
て
各
巻
ご
と
に
第
一
・
二
葉
、
第
三
・

四
葉
、
第
五
・
六
葉
…
…
と
隣
り
合
う
葉
同
士
が
前
か
ら
順
に
一
枚

の
版
木
の
裏
表
に
上
下
を
揃
え
て
彫
ら
れ
て
お
り
、
巻
全
体
の
葉
数

が
奇
数
の
場
合
に
は
、
そ
の
巻
の
末
葉
を
彫
っ
た
版
木
は
片
面
し
か

使
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
も
う
一
箇
所
の
「
○
」
印
の
補
刻
葉

で
あ
る
巻
八
十
二
第
十
三
葉
に
つ
い
て
は
、
平
田
氏
蔵
本
の
時
点
で

版
木
の
片
面
し
か
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
巻
八
十
二
は
全

十
五
葉
な
の
で
、
順
番
通
り
な
ら
第
十
三
葉
は
第
十
四
葉
と
同
じ
版

木
の
表
裏
に
彫
ら
れ
る
は
ず
な
の
だ
が
、
第
十
四
葉
に
見
え
る
横
割

れ
は
明
ら
か
に
第
十
五
葉
の
横
割
れ
と
左
右
対
称
を
成
し
て
い
る
。

第
十
一
葉
と
第
十
二
葉
に
も
左
右
対
称
の
横
割
れ
が
見
え
る
の
で
、

図
4　

平
田
氏
蔵
本
巻
十
五
第
一
葉
表

図
5　

中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
巻
十
五
第
一
葉
表
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ど
う
や
ら
原
則
に
反
し
て
第
十
四
葉
と
第
十
五
葉
を
一
枚
の
版
木
の

表
裏
に
彫
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
代
わ
り
に
第
十
三
葉
の
彫
ら
れ
た
版

木
が
片
面
の
み
の
使
用
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

前
章
で
も
述
べ
た
通
り
、「
○
」
印
の
補
刻
葉
は
中
国
国
家
図
書

館
蔵
本
の
全
体
を
通
し
て
右
の
三
葉
し
か
な
く
、
平
田
氏
蔵
本
に
は

一
葉
も
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
も
前
述
の
如
く
、
中
国
国
家
図

書
館
蔵
本
の
こ
れ
以
外
の
種
類
の
補
刻
葉
は
、
版
木
全
体
の
差
し
替

え
か
版
木
の
一
部
の
み
の
補
修
な
の
か
を
問
わ
ず
、
平
田
氏
蔵
本
で

も
既
に
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
と
同
版
の
補
刻
葉
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
「
○
」
印
の
補
刻
葉
は
、
平
田

氏
蔵
本
の
印
刷
時
に
は
ま
だ
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
補
刻
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
に
見
え
る
数
段
階
の
補

刻
の
中
で
最
も
遅
く
に
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

四　

補
刻
葉
の
種
類
と
分
布

　

前
述
の
通
り
、「
○
」
印
の
補
刻
葉
以
外
に
も
、
版
心
下
方
に

「
石
渠
／
閣
補
」
と
あ
る
補
刻
葉
、
同
じ
く
「
康
熙
五
年
／
石
渠
閣

補
」
と
な
っ
て
い
る
補
刻
葉
、
ど
の
補
刻
標
識
も
見
え
な
い
が
字
様

や
版
式
か
ら
補
刻
と
思
わ
れ
る
葉
、
原
刻
の
版
木
の
一
部
と
補
刻
の

版
木
と
を
接
ぎ
足
し
て
刷
ら
れ
て
い
る
葉
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
中

国
国
家
図
書
館
蔵
本
に
つ
い
て
の
五
四
排
印
本
以
来
の
先
行
研
究
で

指
摘
さ
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
具
体
的
に
ど
の
葉
が
そ
れ
に
当
た
る

と
判
断
し
た
の
か
を
全
て
明
示
し
た
先
行
研
究
は
、
管
見
の
限
り
で

は
五
四
排
印
本
の
校
勘
記
し
か
な
い
。
そ
れ
以
外
の
先
行
研
究
で
は
、

馬
蹄
疾
前
掲
書
が
「
書
口
底
間
刻
有
「
康
熙
五
年
石
渠
閣
補
」
八
字

者
共
計
二
十
五
頁
、
只
存
「
石
渠
閣
補
」
四
字
（「
康
熙
五
年
」
挖
去

者
）
二
百
三
十
七
頁
。
全
書
總
計
補
刻
者
二
百
六
十
二
頁
」（
七
一

頁
）、
馬
幼
垣
前
掲
書
が
「
四
字
題
識
二
百
三
十
九
次
、
八
字
題
識

十
七
次
（
包
括
上
面
所
説
被
挖
去
題
識
的
兩
葉
）」（
一
〇
七
頁
）、「
這
類

無
題
識
補
刊
葉
子
共
五
十
五
葉
」（
同
前
）、「
零
星
補
刊
共
渉
及
二

百
零
二
行
」（
一
〇
八
頁
）、
荒
木
前
掲
論
文
が
「
版
心
底
下
刻
有

「
石
渠
閣
補
」
的
有
二
百
三
十
七
葉
・「
康
熙
五
年
石
渠
閣
補
」
的

有
十
五
葉
・
刻
有
圏
子
標
誌
的
補
刻
葉
有
三
葉
。
亦
有
一
些
雖
無
補

刻
標
誌
而
字
體
與
其
他
部
分
顯
然
不
同
的
十
一
葉
。
此
外
、
筆
者
懷

疑
爲
補
刻
葉
的
還
有
若
干
」（
二
一
八
頁
）
と
、
基
本
的
に
各
種
の
補

刻
を
何
葉
ず
つ
認
め
た
か
と
い
う
数
字
の
み
を
挙
げ
て
い
る
。

⑭

⑮

⑯

⑰
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五
四
排
印
本
の
校
勘
記
は
各
回
の
終
わ
り
に
分
散
し
て
附
さ
れ
て

い
る
の
で
全
体
で
補
刻
葉
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
を
把
握
す
る
に

は
不
便
だ
し
、
補
刻
と
認
め
た
葉
数
だ
け
を
挙
げ
て
い
る
先
行
研
究

の
間
で
は
、
互
い
に
数
字
に
若
干
の
差
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
上

原
の
二
〇
一
八
年
十
月
の
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
原
本
閲
覧
時
に

は
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
う
ち
十
二
行
二
十
四
字
の
版
式
を
採

る
全
て
の
葉
─
─
即
ち
目
録
・
引
首
・
巻
一
～
一
百
の
本
文
の
計
千

三
百
一
葉
─
─
に
つ
い
て
、
平
田
氏
蔵
本
の
写
真
（
巻
三
～
一
百
の

本
文
計
千
二
百
五
十
八
葉
）
と
も
対
照
し
な
が
ら
、
ど
の
補
刻
段
階
に

分
類
す
べ
き
か
を
調
査
し
た
。
な
お
、
予
断
を
排
す
る
た
め
、
五
四

排
印
本
で
ど
の
葉
が
補
刻
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
か
の
詳
細
は
、

そ
の
調
査
の
前
に
は
敢
え
て
確
認
し
な
か
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
標
識
は
無
い
が
版
木
の
一
部
が
補
刻
と
思
し
き
葉
や
、

原
刻
の
版
木
の
一
部
と
補
刻
の
版
木
と
を
接
ぎ
足
し
て
刷
ら
れ
て
い

る
葉
は
確
か
に
散
見
さ
れ
た
。
上
原
は
そ
れ
ぞ
れ
を
細
か
い
特
徴
に

よ
っ
て
更
に
三
種
ず
つ
に
区
分
し
、
計
千
三
百
一
葉
の
一
々
を
、
以

下
の
Ａ
～
Ｋ
の
十
一
種
類
（
但
し
、
Ｋ
に
は
更
な
る
下
位
区
分
を
設
け

た
）
の
い
ず
れ
か
に
分
類
し
た
。
な
お
、
以
下
の
分
類
結
果
は
、
Ｅ

以
外
は
平
田
氏
蔵
本
も
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
と
変
わ
ら
な
い
。

Ａ
：
原
刻
と
思
し
き
葉
。

Ｂ
：
版
心
下
方
に
「
石
渠
／
閣
補
」
と
あ
る
葉
。

Ｃ
：
版
心
下
方
に
「
康
熙
五
年
／
石
渠
閣
補
」
と
あ
る
葉
。

Ｄ
：
版
心
下
方
が
「（
四
字
削
去
）
／
（
左
端
の
み
残
し
て
削
去
）

石
渠
閣
補
」
と
な
っ
て
い
る
葉
。
Ｃ
と
特
徴
が
一
致
し
、

か
つ
同
じ
回
に
Ｃ
が
四
葉
あ
る
の
で
、「
康
熙
五
年
／
石

渠
閣
補
」
が
削
ら
れ
た
も
の
と
思
し
い
。
な
お
、
こ
れ
に

分
類
し
た
二
葉
の
他
に
は
、
版
心
下
方
か
ら
文
字
が
削
り

去
ら
れ
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
葉
は
、
中
国
国
家
図
書
館

蔵
本
に
も
平
田
氏
蔵
本
に
も
一
葉
も
無
か
っ
た
。

Ｅ
：
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
み
版
心
下
方
に
「
○
」
と
あ
る

葉
。
前
述
の
通
り
、
全
て
平
田
氏
蔵
本
で
は
Ａ
で
あ
る
。

Ｆ
：
版
木
が
縦
に
真
っ
二
つ
に
な
り
、
そ
れ
を
接
ぎ
直
し
て
刷

ら
れ
た
葉
。
例
外
な
し
に
片
方
の
全
体
が
補
刻
で
、
補
刻

の
標
識
は
版
心
を
は
じ
め
ど
こ
に
も
無
い
。

Ｇ
：
版
木
が
完
全
に
縦
に
真
っ
二
つ
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
一
部
分
が
取
り
去
ら
れ
て
補
刻
に
変
わ
っ
て
い
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る
葉
。
補
刻
の
標
識
は
版
心
を
は
じ
め
ど
こ
に
も
無
い
。

必
ず
隣
り
合
う
二
葉
一
組
で
出
現
す
る
の
で
、
ど
の
組
も

同
じ
版
木
の
表
裏
に
刷
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｈ
：
版
木
が
横
に
真
っ
二
つ
に
な
り
、
そ
れ
を
接
ぎ
直
し
て
刷

ら
れ
た
葉
。
片
方
の
全
て
ま
た
は
一
部
が
補
刻
と
思
わ
れ

る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
が
、
補
刻
を
含
ま
な
い
よ
う
に
見

え
る
葉
も
多
く
、
補
刻
を
含
む
か
否
か
の
判
断
は
難
し
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
補
刻
を
含
む
よ
う
に
見
え
る
か
否
か

に
関
わ
ら
ず
、
横
に
二
つ
に
割
れ
た
版
木
を
接
ぎ
直
し
て

刷
ら
れ
て
い
る
葉
は
全
て
Ｈ
に
分
類
し
た
。
補
刻
の
標
識

は
版
心
を
は
じ
め
ど
こ
に
も
無
い
。

Ｉ
：
補
刻
の
標
識
は
版
心
を
は
じ
め
ど
こ
に
も
無
い
が
、
Ａ
と

は
明
ら
か
に
違
う
字
様
の
無
界
の
葉
で
、
百
巻
百
回
本
系

統
の
本
文
を
も
つ
も
の
。

Ｊ
：
補
刻
の
標
識
は
版
心
を
は
じ
め
ど
こ
に
も
無
い
が
、
Ａ
と

は
明
ら
か
に
違
う
字
様
の
無
界
の
葉
で
、
百
二
十
回
本
系

統
の
本
文
を
持
つ
も
の
。

Ｋ
：
Ｂ
～
Ｊ
ま
で
の
ど
れ
に
も
該
当
せ
ず
、
補
刻
の
標
識
は
版

心
を
は
じ
め
ど
こ
に
も
無
い
が
、
Ａ
と
は
字
様
が
異
な
り
、

匡
郭
が
Ａ
よ
り
も
太
い
有
界
の
葉
。
版
心
下
方
に
「
石
渠

／
閣
補
」
と
見
え
な
い
こ
と
を
除
け
ば
Ｂ
と
特
徴
が
一
致

す
る
も
の
と
、
Ｂ
と
も
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
と
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
前
者
を
Ｋ
ｂ
、
後
者
を
単
に
Ｋ
と
す
る

下
位
区
分
を
設
け
た
。

　

全
千
三
百
一
葉
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
以
上
の
十
一
種
類
の
う
ち
ど
れ

に
該
当
す
る
か
を
表
1
に
示
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
葉
数

を
数
え
る
と
、
Ａ
が
八
百
九
十
五
葉
、
Ｂ
が
二
百
三
十
七
葉
、
Ｃ
が

十
五
葉
、
Ｄ
が
二
葉
、
Ｅ
が
三
葉
、
Ｆ
が
四
十
六
葉
、
Ｇ
が
六
葉
、

Ｈ
が
四
十
四
葉
、
Ｉ
が
二
葉
、
Ｊ
が
二
葉
、
Ｋ
が
四
十
九
葉
（
そ
の

う
ち
Ｋ
ｂ
が
十
九
葉
）
で
あ
る
。

　

確
実
な
指
標
の
あ
る
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｅ
の
数
は
、
全
て
荒
木
前
掲
論
文

と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
調
査
後
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
五
四
排

印
本
で
補
刻
だ
と
言
及
さ
れ
て
い
る
葉
は
、
表
1
で
も
全
て
そ
の
言

及
と
同
じ
分
類
と
な
っ
て
い
た
（
但
し
、
五
四
排
印
本
は
Ｉ
と
Ｋ
と
Ｋ

ｂ
と
を
区
別
は
し
て
い
な
い
）。

　

そ
の
一
方
で
、
表
1
で
Ａ
と
Ｈ
以
外
に
分
類
し
た
も
の
の
う
ち
、
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表 1（ 1 / 5 ページ）
目録 巻 2 巻 5 巻 8 巻12 巻15 巻18
 1 A 17 C  5 I  8 A  3 B 12 Kb 11 A
 2 A 18 C  6 I  9 A  4 A 巻16 12 A
 3 B 19 C  7 B 巻 9  5 A  1 A 巻19
 4 B 20 C  8 B  1 A  6 B  2 A  1 Kb
 5 A 21 A  9 A  2 A  7 A  3 A  2 Kb
 6 A 巻 3 10 A  3 H  8 A  4 A  3 H
 7 Kb  1 B 11 H  4 H  9 B  5 A  4 H
 8 Kb  2 B 12 H  5 A 巻13  6 A  5 B
 9 Kb  3 Kb 巻 6  6 A  1 A  7 F  6 B
引首  4 Kb  1 B  7 A  2 A  8 F  7 A
 1 A  5 B  2 B  8 A  3 A  9 A  8 A
 2 A  6 B  3 B  9 H  4 A 10 A  9 B
 3 A  7 B  4 B 10 H  5 A 11 A 10 B
巻 1  8 B  5 F 11 A  6 A 12 A 11 A
 1 A  9 B  6 F 12 A  7 A 13 A 12 A
 2 A 10 B  7 A 巻10  8 A 巻17 13 A
 3 A 11 A  8 A  1 F  9 A  1 A 巻20
 4 A 12 A  9 A  2 F 10 A  2 A  1 Kb
 5 A 巻 4 10 A  3 A 巻14  3 K  2 Kb
 6 A  1 A 11 A  4 A  1 A  4 K  3 B
 7 A  2 A 12 A  5 A  2 A  5 A  4 B
 8 A  3 B 巻 7  6 A  3 A  6 A  5 Kb
 9 A  4 B  1 A  7 A  4 A  7 A  6 Kb
10 A  5 H  2 A  8 A  5 B  8 A  7 A
巻 2  6 H  3 B  9 A  6 B  9 A  8 A
 1 A  7 A  4 B 10 A  7 B 10 A  9 A
 2 A  8 A  5 A 巻11  8 B 11 A 10 A
 3 A  9 H  6 A  1 A  9 K 12 A 11 A
 4 A 10 H  7 H  2 A 10 K 13 K 巻21
 5 A 11 B  8 H  3 A 巻15 14 K  1 C
 6 A 12 B  9 B  4 A  1 E 巻18  2 C
 7 A 13 Kb 10 B  5 B  2 E  1 A  3 A
 8 A 14 Kb 11 B  6 B  3 B  2 A  4 A
 9 A 15 A 巻 8  7 A  4 B  3 A  5 Kb
10 A 16 A  1 B  8 A  5 F  4 A  6 Kb
11 A 17 B  2 B  9 C  6 F  5 A  7 A
12 A 巻 5  3 A 10 C  7 B  6 A  8 A
13 A  1 A  4 A 11 A  8 B  7 A  9 A
14 A  2 A  5 K 巻12  9 B  8 A 10 A
15 A  3 A  6 K  1 F 10 B  9 B 11 A
16 A  4 A  7 A  2 F 11 B 10 B 12 A
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表 1（ 2 / 5 ページ）
巻21 巻24 巻26 巻30 巻33 巻36 巻38
13 B 11 A 11 B  5 A  1 B  1 B 14 A
14 B 12 A 12 B  6 A  2 B  2 B 15 A
15 B 13 A 13 A  7 A  3 A  3 B 巻39
16 B 14 A 14 A  8 A  4 A  4 B  1 A
17 A 15 A 15 A  9 A  5 A  5 B  2 A
巻22 16 A 巻27 10 A  6 A  6 B  3 A
 1 A 17 A  1 B 11 A  7 A  7 A  4 A
 2 A 18 A  2 B 12 F  8 A  8 A  5 A
 3 A 19 A  3 F 13 F  9 B  9 A  6 A
 4 A 20 A  4 F 巻31 10 B 10 A  7 A
 5 A 21 F  5 A  1 A 11 B 11 A  8 A
 6 A 22 F  6 A  2 A 12 B 12 A  9 A
 7 A 23 B  7 A  3 A 巻34 巻37 10 A
 8 A 24 B  8 A  4 A  1 F  1 A 11 A
 9 A 25 A  9 B  5 A  2 F  2 A 12 A
10 A 26 A 10 B  6 A  3 H  3 B 13 A
11 A 27 A 巻28  7 B  4 H  4 B 14 A
巻23 28 A  1 B  8 B  5 A  5 A 15 B
 1 B 29 A  2 B  9 B  6 A  6 A 16 B
 2 B 巻25  3 A 10 B  7 A  7 A 17 B
 3 A  1 A  4 A 11 B  8 A  8 A 18 B
 4 A  2 A  5 A 12 B  9 B  9 B 19 K
 5 B  3 A  6 A 13 A 10 B 10 C 巻40
 6 Kb  4 A  7 A 巻32 11 A 11 A  1 A
 7 A  5 A  8 A  1 A 12 A 12 A  2 A
 8 A  6 A  9 A  2 A 13 A 13 A  3 A
 9 A  7 B 巻29  3 K 巻35 14 A  4 A
10 A  8 Kb  1 B  4 K  1 A 巻38  5 A
11 A  9 A  2 B  5 A  2 A  1 A  6 A
12 Kb 10 A  3 K  6 A  3 K  2 A  7 A
巻24 巻26  4 K  7 B  4 K  3 A  8 A
 1 B  1 A  5 A  8 B  5 B  4 A  9 B
 2 B  2 A  6 A  9 B  6 B  5 A 10 B
 3 A  3 A  7 A 10 B  7 A  6 A 11 A
 4 A  4 A  8 A 11 B  8 A  7 B 巻41
 5 A  5 A  9 A 12 B  9 B  8 B  1 A
 6 A  6 A 巻30 13 B 10 B  9 A  2 A
 7 A  7 A  1 B 14 B 11 A 10 A  3 A
 8 A  8 A  2 B 15 B 12 A 11 H  4 A
 9 A  9 A  3 A 16 B 13 A 12 H  5 A
10 A 10 A  4 A 17 A 14 A 13 A  6 A
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表 1（ 3 / 5 ページ）
巻41 巻44 巻46 巻49 巻52 巻55 巻58
 7 A  1 A  8 A 11 A 11 A  9 A 11 A
 8 A  2 A  9 A 12 A 12 A 10 A 12 A
 9 B  3 A 10 A 13 A 巻53 11 A 巻59
10 B  4 A 11 A 14 A  1 A 巻56  1 A
11 A  5 A 12 A 巻50  2 A  1 B  2 A
12 A  6 A 巻47  1 A  3 A  2 B  3 A
13 C  7 A  1 A  2 A  4 A  3 A  4 A
14 C  8 A  2 A  3 A  5 B  4 A  5 H
15 A  9 A  3 H  4 A  6 B  5 A  6 H
16 A 10 A  4 H  5 H  7 A  6 A  7 A
巻42 11 A  5 A  6 H  8 A  7 A  8 A
 1 A 12 A  6 A  7 A  9 B  8 A  9 A
 2 A 13 A  7 B  8 A 10 B  9 A 10 A
 3 A 14 A  8 B  9 A 11 A 10 A 11 A
 4 A 15 A  9 A 10 A 12 A 11 A 12 A
 5 A 巻45 10 A 11 A 13 B 12 A 巻60
 6 A  1 B 11 B 巻51 14 B 巻57  1 A
 7 F  2 B 12 B  1 A 15 K  1 H  2 A
 8 F  3 A 13 B  2 A 16 K  2 H  3 A
 9 H  4 A 14 B  3 F 巻54  3 A  4 A
10 H  5 A 巻48  4 F  1 A  4 A  5 A
11 B  6 A  1 A  5 A  2 A  5 A  6 A
12 B  7 A  2 A  6 A  3 K  6 A  7 B
13 A  8 A  3 A  7 A  4 K  7 A  8 B
巻43  9 A  4 A  8 A  5 B  8 A  9 B
 1 A 10 A  5 B  9 A  6 B  9 A 10 B
 2 A 11 A  6 B 10 A  7 A 10 A 11 A
 3 A 12 A  7 B 11 A  8 A 11 A 12 A
 4 A 13 A  8 B 12 A  9 A 12 A 13 A
 5 A 14 A  9 A 13 A 10 A 13 A 巻61
 6 A 15 A 巻49 巻52 11 A 巻58  1 A
 7 A 16 A  1 B  1 A 12 A  1 A  2 A
 8 A 17 A  2 B  2 A 巻55  2 A  3 A
 9 A 巻46  3 A  3 B  1 A  3 B  4 A
10 A  1 B  4 A  4 B  2 A  4 A  5 A
11 A  2 B  5 K  5 F  3 A  5 B  6 A
12 A  3 B  6 K  6 F  4 A  6 A  7 A
13 A  4 B  7 A  7 A  5 F  7 H  8 A
14 A  5 B  8 A  8 A  6 F  8 H  9 B
15 K  6 B  9 B  9 A  7 K  9 A 10 B
16 K  7 A 10 B 10 A  8 K 10 A 11 A



─ 77 ─

石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

表 1（ 4 / 5 ページ）
巻61 巻64 巻67 巻71 巻74 巻77 巻80
12 A  6 A 12 F  5 B  5 A  8 A 13 B
13 B  7 G 13 K  6 B  6 A  9 A 14 B
14 B  8 G 巻68  7 B  7 A 10 A 15 A
15 K  9 F  1 A  8 B  8 A 11 A 16 A
巻62 10 F  2 A  9 A  9 A 巻78 巻81
 1 D 11 A  3 A 10 A 10 A  1 A  1 A
 2 D 巻65  4 A 11 A 11 A  2 A  2 A
 3 A  1 A  5 G 12 A 12 A  3 A  3 A
 4 A  2 A  6 G 13 A 巻75  4 A  4 A
 5 A  3 F  7 A 14 A  1 A  5 A  5 A
 6 A  4 F  8 A 巻72  2 A  6 A  6 A
 7 A  5 A  9 B  1 A  3 A  7 A  7 A
 8 A  6 A 10 B  2 A  4 A  8 A  8 A
 9 A  7 A 11 B  3 A  5 B  9 A  9 A
10 A  8 A 12 B  4 A  6 B 10 A 10 A
11 A  9 A 巻69  5 A  7 A 11 A 11 A
12 A 10 A  1 A  6 A  8 A 巻79 12 A
13 C 巻66  2 A  7 A  9 A  1 A 13 A
14 C  1 A  3 A  8 A 巻76  2 A 巻82
15 C  2 A  4 A  9 F  1 A  3 B  1 A
16 C  3 A  5 B 10 F  2 A  4 B  2 A
17 A  4 A  6 B 11 A  3 A  5 B  3 F
巻63  5 B  7 A 12 A  4 A  6 B  4 F
 1 A  6 B  8 A 巻73  5 A  7 A  5 A
 2 A  7 A  9 A  1 A  6 A  8 A  6 A
 3 A  8 A 10 A  2 A  7 B  9 A  7 F
 4 A  9 A 巻70  3 A  8 B 10 A  8 F
 5 A 10 A  1 A  4 A  9 A 11 A  9 A
 6 A 11 A  2 A  5 A 10 A 巻80 10 A
 7 A 巻67  3 A  6 A 11 A  1 A 11 A
 8 A  1 A  4 A  7 B 12 A  2 A 12 A
 9 H  2 A  5 A  8 B 13 H  3 A 13 E
10 H  3 B  6 A  9 B 14 H  4 A 14 A
11 A  4 B  7 A 10 B 巻77  5 A 15 A
12 A  5 B  8 A 11 A  1 A  6 A 巻83
巻64  6 B  9 A 12 A  2 A  7 A  1 A
 1 A  7 H 巻71 巻74  3 A  8 A  2 A
 2 A  8 H  1 A  1 A  4 A  9 A  3 A
 3 A  9 A  2 A  2 A  5 A 10 A  4 A
 4 A 10 A  3 F  3 A  6 A 11 A  5 A
 5 A 11 F  4 F  4 A  7 A 12 A  6 A
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表 1（ 5 / 5 ページ）
巻83 巻86 巻89 巻92 巻95 巻98 巻100
 7 A  7 A 10 A  8 A  7 A  7 A 11 B
 8 A  8 A 11 A  9 A  8 A  8 A 12 B
 9 A  9 B 12 A 10 A  9 A  9 A 13 B
10 A 10 B 巻90 11 F 10 A 10 A 14 B
11 A 11 A  1 A 12 F 11 A 11 A 15 A
12 A 巻87  2 A 巻93 12 A 12 A
13 A  1 H  3 A  1 A 13 B 13 A
巻84  2 H  4 A  2 A 14 B 14 A
 1 B  3 A  5 A  3 A 巻96 15 A
 2 B  4 A  6 A  4 A  1 A 16 A
 3 A  5 A  7 H  5 A  2 A 巻99
 4 A  6 A  8 H  6 A  3 A  1 A
 5 A  7 A  9 B  7 A  4 A  2 A
 6 A  8 A 10 B  8 A  5 A  3 A
 7 A  9 A 11 A  9 A  6 A  4 A
 8 A 10 A 12 A 10 A  7 A  5 A
 9 G 巻88 13 A 11 A  8 A  6 A
10 G  1 B 14 A 12 A  9 A  7 A
11 B  2 B 15 A 13 A 10 A  8 A
12 B  3 A 巻91 巻94 11 A  9 K
巻85  4 A  1 A  1 A 巻97 10 K
 1 A  5 A  2 A  2 A  1 A 11 A
 2 A  6 A  3 A  3 H  2 A 12 A
 3 A  7 A  4 A  4 H  3 A 13 F
 4 A  8 A  5 A  5 A  4 A 14 F
 5 A  9 A  6 A  6 A  5 A 15 A
 6 A 10 A  7 A  7 A  6 A 16 A
 7 A 11 A  8 A  8 A  7 A 17 A
 8 A 12 A  9 A  9 A  8 A 18 A
 9 B 13 J 10 A 10 A  9 A 19 A
10 B 14 J 11 A 11 A 10 A 巻100
11 A 巻89 12 A 12 A 11 A  1 B
12 A  1 A 13 A 13 A 12 A  2 B
13 K  2 A 巻92 14 A 13 A  3 B
巻86  3 A  1 B 巻95 巻98  4 B
 1 A  4 A  2 B  1 B  1 A  5 B
 2 A  5 A  3 H  2 B  2 A  6 B
 3 B  6 A  4 H  3 B  3 A  7 B
 4 B  7 F  5 A  4 B  4 A  8 B
 5 B  8 F  6 A  5 A  5 A  9 B
 6 B  9 A  7 A  6 A  6 A 10 B
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五
四
排
印
本
で
は
補
刻
だ
と
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
葉
が
計
二
十
葉

あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
Ｂ
が
二
葉
（
目
録
第
三
・
四
葉
）、
Ｆ
が
六
葉

（
巻
六
第
五
・
六
葉
、
巻
三
十
四
第
一
葉
、
巻
五
十
五
第
五
葉
、
巻
八
十
二

第
三
・
八
葉
）、
Ｇ
が
六
葉
（
Ｇ
に
分
類
し
た
も
の
全
て
）、
Ｋ
が
六
葉

（
Ｋ
ｂ
が
目
録
第
七
・
八
・
九
葉
の
計
三
葉
、
単
な
る
Ｋ
が
巻
十
七
第
三
・

四
葉
と
巻
六
十
七
第
十
三
葉
の
計
三
葉
）
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
Ｂ
の
二

葉
と
Ｋ
ｂ
の
三
葉
は
い
ず
れ
も
五
四
排
印
本
の
校
勘
記
に
補
刻
葉
に

つ
い
て
の
言
及
自
体
が
無
い
目
録
に
お
け
る
事
例
な
の
で
、
五
四
排

印
本
と
上
原
と
で
補
刻
か
否
か
の
判
断
が
割
れ
て
い
る
の
は
、
計
十

五
葉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

Ｆ
と
Ｇ
に
つ
い
て
は
、
上
原
が
平
田
氏
蔵
本
と
中
国
国
家
図
書
館

蔵
本
の
双
方
を
確
認
し
た
上
で
の
判
断
で
あ
り
、
上
原
の
説
明
を
受

け
た
上
で
写
真
を
確
認
し
た
荒
木
も
、
言
わ
れ
て
み
れ
ば
い
ず
れ
も

そ
の
よ
う
に
見
え
る
と
認
め
て
い
る
の
で
、
表
1
の
方
が
精
度
が
高

い
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
Ｆ
の
う
ち
巻
六
十
四
第
九
・
十
葉
は
、
版

木
の
原
刻
部
分
の
み
上
下
に
真
っ
二
つ
に
割
れ
て
い
る
の
で
、
Ｈ
の

要
素
も
併
せ
持
っ
て
い
る
（
但
し
、
表
1
で
は
煩
を
避
け
て
単
に
Ｆ
と
し

て
お
い
た
）。

　

残
る
Ｋ
は
専
ら
主
観
的
な
判
断
に
よ
る
分
類
で
あ
る
が
、
巻
十
七

第
三
・
四
葉
の
二
葉
は
上
原
も
Ａ
に
す
る
か
Ｋ
に
す
る
か
大
い
に
迷

っ
た
箇
所
で
あ
り
、
Ａ
で
も
お
か
し
く
は
な
い
。
巻
六
十
七
第
十
三

葉
は
表
第
三
行
ま
で
し
か
文
字
が
な
い
の
だ
が
、
上
原
の
目
に
は
Ａ

と
は
映
ら
ず
、
Ｋ
に
す
べ
き
か
Ｋ
ｂ
に
す
べ
き
か
で
迷
っ
た
末
に
、

三
行
し
か
な
く
手
掛
か
り
が
少
な
い
こ
と
か
ら
Ｋ
ｂ
と
断
ず
る
こ
と

は
避
け
て
単
に
Ｋ
と
し
て
お
い
た
箇
所
で
あ
る
。
五
四
排
印
本
は
、

も
し
か
す
る
と
三
行
し
か
な
い
こ
と
か
ら
補
刻
か
否
か
の
判
断
自
体

を
避
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
Ｋ
（
Ｋ
ｂ
を
含
む
）
に

相
当
す
る
も
の
だ
と
判
断
し
た
数
が
五
四
排
印
本
と
上
原
と
で
僅
か

三
葉
し
か
違
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ど
ち
ら
も
決
し
て
恣
意
的
な

分
類
を
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
に
共
有
さ
れ
う
る
基
準

の
下
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
の
は
了
解
さ
れ
よ
う
。

五　

補
刻
各
種
の
特
徴
と
施
さ
れ
た
順
序

　

で
は
、
補
刻
各
種
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
掘
り
下
げ
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
Ｂ
は
、
版
心
下
方
に
「
石
渠
／
閣
補
」
と
あ
る
ほ
か
、
Ａ
に

比
べ
る
と
ほ
ぼ
例
外
な
く
匡
郭
が
太
め
で
あ
る
。
諸
先
行
研
究
で
言
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わ
れ
て
い
る
通
り
、
字
様
は
Ａ
と
全
く
一
致
す
る
と
い
う
ほ
ど
で
は

な
い
が
、
意
識
し
て
Ａ
に
似
せ
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
る
。
但
し
、

Ｂ
の
中
で
も
字
様
が
均
一
だ
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
字
様
が
見
劣
り

す
る
葉
も
若
干
あ
る
。
な
お
、
本
誌
所
載
の
小
松
謙
「『
水
滸
傳
』

石
渠
閣
補
刻
本
本
文
の
研
究
」
で
は
、
Ｂ
の
補
刻
は
字
様
を
Ａ
に
似

せ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
文
の
字
句
に
つ
い
て
も
異
体
字
レ
ベ

ル
ま
で
忠
実
に
原
刻
葉
の
あ
り
さ
ま
を
引
き
継
い
で
い
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
考
証
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
の
中
に
は
「
李　
卓　
吾　
評　

閲
」
の
五
文
字
が
見
え
る
巻
三
・
六
・
八
の
各
第
一
葉
が
含
ま
れ
て

い
る
が
、
前
述
の
通
り
そ
の
五
文
字
は
他
の
文
字
と
は
字
様
が
異
な

っ
て
お
り
、
Ａ
に
九
箇
所
見
え
る
そ
れ
と
同
じ
く
、
埋
木
改
刻
に
よ

っ
て
追
加
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
（
図
6
）。
な
お
、
前
掲
の

馬
蹄
疾
前
掲
書
七
一
頁
の
引
用
箇
所
で
は
、
Ｂ
の
「
石
渠
／
閣
補
」

を
Ｃ
の
「
康
熙
五
年
／
石
渠
閣
補
」
か
ら
「
康
熙
五
年
」
を
削
っ
た

結
果
生
じ
た
形
だ
と
解
釈
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、

「
康
熙
五
年
／
石
渠
閣
補
」
か
ら
「
康
熙
五
年
」
を
削
っ
た
と
し
て

も
、
改
行
の
入
っ
た
「
石
渠
／
閣
補
」
に
は
な
り
よ
う
が
な
い
の
で
、

こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
解
で
あ
る
。

図
6　

平
田
氏
蔵
本
巻
六
第
一
葉
表
～
版
心
（
写
真
合
成
）

図
7　

平
田
氏
蔵
本
巻
六
十
二
第
十
四
葉
表
～
版
心
（
写
真
合
成
）
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Ｄ
は
前
述
の
通
り
Ｃ
と
同
じ
康
熙
五
年
の
石
渠
閣
に
よ
る
補
刻
と

認
め
ら
れ
る
の
で
、
Ｃ
と
ま
と
め
て
特
徴
を
論
じ
る
。
Ｃ
と
Ｄ
も
ま

た
、
Ａ
よ
り
も
匡
郭
が
太
め
で
あ
る
。
五
四
排
印
本
は
Ｂ
と
同
じ
く

Ａ
に
字
様
を
似
せ
て
い
る
と
す
る
が
、
荒
木
前
掲
論
文
で
は
Ａ
や
Ｂ

よ
り
も
筆
画
が
細
め
で
縦
長
の
字
様
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
厳
密
に

言
う
と
、
Ｃ
の
中
で
も
字
様
の
差
が
激
し
く
、
荒
木
前
掲
論
文
で
指

摘
し
た
特
徴
が
良
く
出
て
い
る
箇
所
（
図
7
）
と
、
比
較
的
Ｂ
に
近

い
字
様
の
箇
所
（
図
8
の
左
の
葉
。
な
お
、
右
の
葉
は
Ｂ
な
の
で
比
較
さ

れ
た
い
）
が
あ
る
。
な
お
、
Ｃ
の
う
ち
巻
十
一
第
九
・
十
葉
と
巻
四

十
一
第
十
三
・
十
四
葉
と
巻
六
十
二
第
十
三
～
十
六
葉
、
及
び
Ｄ
の

二
葉
ど
ち
ら
も
の
計
十
葉
は
、
十
二
行
二
十
四
字
の
範
囲
に
は
他
に

全
く
見
出
せ
な
い
白
魚
尾
と
な
っ
て
い
る
（
図
9
）。
Ｄ
の
二
葉
の

う
ち
、
巻
六
十
二
第
二
葉
に
は
比
較
的
は
っ
き
り
と
「
石
渠
閣
補
」

の
左
端
の
削
り
漏
ら
し
が
見
え
る
が
（
図
10
）、
第
一
葉
は
そ
こ
だ

け
を
単
独
で
見
て
も
文
字
の
削
り
漏
ら
し
だ
と
判
断
す
る
の
は
困
難

な
程
度
に
し
か
筆
画
は
残
っ
て
い
な
い
。
図
9
の
大
き
さ
で
は
そ
れ

を
見
つ
け
る
の
も
不
可
能
だ
ろ
う
。
Ｄ
の
巻
六
十
二
第
一
葉
に
は

「
李　
卓　
吾　
評　
閲
」
の
五
文
字
が
見
え
る
が
、
周
囲
の
文
字
と
は

字
様
も
大
き
さ
も
少
し
く
異
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
埋
木
改
刻
に
よ

り
追
加
さ
れ
た
も
の
と
見
て
良
か
ろ
う
（
図
9
）。

　

既
に
前
章
で
述
べ
た
通
り
、
Ｅ
の
三
葉
だ
け
は
平
田
氏
蔵
本
と
中

国
国
家
図
書
館
蔵
本
が
異
版
で
あ
る
。
既
に
図
4
・
5
を
掲
げ
た
が
、

字
様
は
平
均
的
な
Ｂ
よ
り
も
上
手
く
似
せ
て
い
る
と
言
え
る
ほ
ど
で

あ
る
。
補
刻
の
性
質
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
、
以
下
に
両
伝
本
間
の

文
字
の
異
同
を
細
か
い
異
体
字
の
相
違
ま
で
全
て
挙
げ
て
み
よ
う
。

・
巻
十
五
第
一
葉
…
…
表
八
行
：
平
「
豪
侠
」
／
国
「
豪
傑
」、

表
十
行
：「
萟
」
の
字
体
が
小
異
、
表
十
二
行
：「
處
」
の
字
体

が
小
異
、
裏
二
・
七
（
二
箇
所
あ
り
）・
八
行
「
曾
」
の
字
体
が

小
異
、
裏
十
一
行
「
髙
」
の
字
体
が
小
異
、
裏
十
二
行
「
最
」

の
字
体
が
異
な
る

・
巻
十
五
第
二
葉
…
…
表
一
行
：「
曾
」
の
字
体
が
小
異
、
表

一
・
三
行
：「
従
」
の
字
体
が
小
異
、
表
三
行
：「
辭
」
の
字
体

が
異
な
る
、
表
七
・
八
行
：「
呉
」
の
字
体
が
異
な
る
、
表
七

行
：「
蔵
」
の
字
体
が
小
異
、
表
十
行
：「
遶
」
の
略
字
の
字
体

が
小
異
、
表
十
行
：「
處
」
の
字
体
が
小
異
、
裏
一
行
：「
逕
」

の
字
体
が
小
異
、
裏
二
行
：「
看
」
の
字
体
が
小
異
、
裏
三
行
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図
8　

平
田
氏
蔵
本
巻
三
十
七
第
九
葉
裏
・
第
十
葉
表

図
9　

平
田
氏
蔵
本
巻
六
十
二
第
一
葉
表
～
版
心
（
写
真
合
成
）

図
10　

平
田
氏
蔵
本
巻
六
十
二
第
二
葉
裏
版
心
下
方
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

「
網
」
の
字
体
が
小
異
、
裏
四
行
：「
従
」
の
字
体
が
小
異
、

裏
五
行
：
平
「
竪
」
／
北
「
堅
」、
裏
九
行
：
平
「
喏
」
／
国

「
咲
」

・
巻
八
十
二
第
十
三
葉
…
…
表
六
行
：
平
「
欣
喜
」
／
国
「
㰢

喜
」、
表
七
行
：
平
「
遂
令
」
／
国
「
勅
令
」、
表
九
行
：

「
等
」
の
字
体
が
小
異
、
裏
四
行
：
平
「
紫
玉
（
玉
の
上
半
分

消
え
か
け
る
）」
／
国
「
紫
土
」、
裏
六
行
「
沼
」
の
字
体
が
小

異
、
裏
十
一
行
：
平
「
俳
長
」
／
北
「
俳
畏
」

一
見
そ
れ
な
り
に
異
同
が
あ
り
そ
う
に
見
え
る
が
、
殆
ど
は
ご
く
細

か
い
異
体
字
の
相
違
で
あ
る
。
文
字
自
体
が
違
う
例
の
う
ち
、
巻
十

五
第
二
葉
裏
第
五
行
の
「
竪
」
と
「
堅
」、
同
第
九
行
の
「
喏
」
と

「
咲
」、
巻
八
十
二
第
十
三
葉
表
第
六
行
の
「
欣
」
と
「
㰢
」、
同
裏

第
四
行
の
「
玉
」
と
「
土
」、
同
第
十
一
行
の
「
長
」
と
「
畏
」
は
、

い
ず
れ
も
明
ら
か
に
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
刻
で
あ
る
。
残
る
は
巻

第
十
五
第
一
葉
表
第
八
行
の
「
豪
侠
」
と
「
豪
傑
」
及
び
巻
八
十
二

第
十
三
葉
裏
の
「
遂
令
」
と
「
勅
令
」
の
二
例
の
み
だ
が
、
ど
ち
ら

も
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
形
で
も
意
味
は
通
る
の
で
、
補
刻
の
際

に
読
め
な
く
な
っ
て
い
た
文
字
を
、
意
味
を
汲
ん
で
独
自
に
補
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
字
様
の
類
似
も
併
せ
て
考
え
れ
ば
、

「
○
」
印
の
補
刻
葉
は
い
ず
れ
も
、
漫
漶
が
進
ん
だ
原
刻
の
版
木
で

刷
っ
た
葉
を
基
本
的
に
影
鈔
し
つ
つ
、
漫
漶
の
た
め
に
ど
う
し
て
も

読
め
な
か
っ
た
文
字
は
字
形
や
意
味
か
ら
の
類
推
で
補
う
と
い
う
手

順
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
版
木
を
紛
失
し
た

た
め
に
補
刻
を
し
た
の
で
は
な
く
、
漫
漶
が
進
み
過
ぎ
て
使
用
に
堪

え
な
く
な
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
た
め
に
補
刻
を
し
た
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

　

Ｆ
の
計
四
十
六
葉
で
は
、
原
刻
部
分
と
補
刻
部
分
の
繋
ぎ
目
は
、

常
に
行
間
な
い
し
版
心
の
す
ぐ
脇
の
ど
ち
ら
か
、
つ
ま
り
い
ず
れ
も

文
字
の
無
い
部
分
に
あ
る
。
版
木
が
自
然
に
割
れ
た
の
な
ら
文
字
の

上
に
割
れ
目
が
入
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
だ
が
そ
う
い
う
例
は
皆
無
だ

し
、
そ
も
そ
も
版
木
は
木
目
の
方
向
を
揃
え
る
の
で
、
自
然
に
割
れ

が
入
る
際
に
は
縦
向
き
で
は
な
く
横
向
き
に
割
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
四
十
六
葉
は
例
外
な
く
隣
り
合
う
二
葉
が
一
組
と
な

っ
て
お
り
、
一
組
を
な
す
二
葉
の
間
で
は
必
ず
補
刻
に
な
っ
て
い
る

行
数
が
一
致
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
図
11
は
右
の
葉
の
後
ろ
か
ら
八

行
分
と
、
左
の
葉
の
前
か
ら
八
行
分
と
が
補
刻
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
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述
の
通
り
原
則
と
し
て
隣
り
合
う
二
葉
が
一
枚
の
版
木
の
表
裏
に
上

下
を
揃
え
て
彫
ら
れ
て
い
た
た
め
に
相
違
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、

Ｆ
の
補
刻
は
版
木
が
自
然
に
縦
に
割
れ
て
し
ま
っ
た
箇
所
に
施
さ
れ

た
の
で
は
な
く
、
版
木
を
行
と
行
の
間
で
故
意
に
縦
に
切
断
し
て
、

そ
の
片
側
を
補
刻
に
変
え
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
版

木
の
表
面
か
ら
見
た
際
の
右
側
な
り
左
側
な
り
の
ど
ち
ら
か
一
方
だ

け
に
偏
っ
て
漫
漶
が
生
じ
て
い
た
場
合
に
採
ら
れ
た
処
置
な
の
で
あ

⑱

図
11　

平
田
氏
蔵
本
巻
四
十
二
第
七
葉
裏
・
第
八
葉
表

図
12　

平
田
氏
蔵
本
巻
十
第
一
葉
表

図
13　

平
田
氏
蔵
本
巻
六
十
八
第
五
葉
裏
・
第
六
葉
表
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

ろ
う
。
Ｆ
の
補
刻
行
の
字
様
は
全
体
的
に
Ｂ
に
似
て
い
る
の
で
、
Ｂ

と
近
い
時
期
（
同
時
で
も
お
か
し
く
な
い
）
の
処
置
だ
っ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
な
お
、
第
十
回
第
一
葉
に
は
「
李　
卓　
吾　
評　
閲
」
の

五
文
字
が
見
え
る
が
（
図
12
）、
こ
れ
も
字
様
が
周
囲
と
異
な
る
の

で
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
埋
木
に
よ
る
追
加
と
見
ら
れ

る
。

　

Ｇ
は
Ｆ
よ
り
も
小
規
模
な
版
木
の
一
部
分
に
対
す
る
補
刻
だ
が
、

や
は
り
隣
接
す
る
二
葉
が
一
組
で
現
れ
る
。
例
え
ば
図
13
で
は
、
右

の
葉
の
第
五
行
以
降
の
上
二
格
と
、
そ
れ
と
左
右
対
称
を
成
す
左
の

葉
の
第
八
行
ま
で
の
上
二
格
と
が
補
刻
で
あ
る
。
Ｇ
の
葉
は
い
ず
れ

も
上
下
を
分
か
つ
の
は
自
然
発
生
し
た
横
割
れ
で
、
左
右
は
人
為
的

に
切
断
し
た
よ
う
だ
。
手
法
の
類
似
か
ら
見
て
、
Ｆ
と
同
時
の
処
理

で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
管
見
の
限
り
、
Ｇ
の
補
刻
の
存
在
に
つ
い
て

は
先
行
研
究
で
言
及
さ
れ
た
こ
と
が
無
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

Ｈ
に
は
、
前
述
の
通
り
補
刻
さ
れ
た
文
字
が
無
い
葉
が
含
ま
れ
て

い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
ち
ら
は
Ｆ
と
異
な
り
自
然
に
横
割
れ
が
進

ん
で
版
木
が
真
っ
二
つ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
例
で
あ
り
、
そ
れ
を

接
ぎ
直
す
際
に
片
方
に
補
刻
が
施
さ
れ
た
と
思
し
き
場
合
が
あ
る
。

図
13　

平
田
氏
蔵
本
巻
六
十
八
第
五
葉
裏
・
第
六
葉
表
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例
え
ば
、
図
14
で
は
左
右
ど
ち
ら
の
葉
も
上
七
格
が
補
刻
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
補
刻
の
有
無
の
判
断
が
難
し
い
葉
も
多
か
っ
た
の
で
、
客
観

性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
横
割
れ
で
版
木
が
上
下
真
っ
二
つ
に
な
っ

て
い
る
葉
を
一
律
に
全
て
挙
げ
た
次
第
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
こ
と

と
し
て
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
で
Ｈ
に
分
類
し
た
葉
の
全
て
が
、

平
田
氏
蔵
本
で
も
既
に
Ｈ
に
分
類
さ
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
両
者
の
印
刷
時
期
が
、
新
た
に
上
下
真
っ
二
つ
に
な
る

版
木
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
程
度
に
は
近
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

Ｉ
に
該
当
す
る
の
は
巻
五
第
五
・
六
葉
の
二
葉
の
み
、
つ
ま
り
版

木
一
枚
分
だ
け
で
あ
る
（
図
15
）。
字
様
が
Ａ
や
Ｂ
と
は
明
ら
か
に

相
違
す
る
。
Ｃ
に
は
や
や
似
た
字
様
の
葉
も
あ
る
が
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

が
ど
の
葉
も
有
界
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
二
葉
は
完
全
に
無
界

で
あ
る
か
ら
、
補
刻
の
段
階
が
違
う
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
は
異
体
字

の
相
違
を
除
い
て
中
国
国
家
図
書
館
請
求
記
号
一
七
三
五
八
の
容
與

堂
刊
本
（
以
下
、
高
島
前
掲
論
文
に
倣
っ
て
「（
容
與
堂
刊
本
の
）
北
京
Ｂ

本
」
と
称
す
る
）
と
一
致
し
、
前
後
の
葉
と
も
全
く
問
題
な
く
繋
が

っ
て
い
る
。
な
お
、
北
京
Ｂ
本
の
後
修
本
で
あ
る
容
與
堂
刊
本
の
国

立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
で
は
石
渠
閣
補
刻
本
の
第
五
葉
表
第
二

図
14　

平
田
氏
蔵
本
巻
七
十
六
第
十
三
葉
裏
・
第
十
四
葉
表
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

～
三
行
「
一
椅
獨
卓
」
が
「
　
椅
　
卓
」
に
変
わ
っ
て
お
り
、
そ
の

箇
所
は
覆
容
與
堂
刊
本
・
四
知
舘
本
・
無
窮
会
本
は
北
京
Ｂ
本
や
石

渠
閣
本
と
同
文
、
芥
子
園
本
・
全
傳
本
・
全
書
本
・
金
聖
歎
本
で
は

「
卓
椅
等
物
」
で
あ
る
。
ま
た
、
無
窮
会
本
・
芥
子
園
本
・
全
傳

本
・
全
書
本
・
金
聖
歎
本
に
は
、
い
ず
れ
も
石
渠
閣
補
刻
本
の
第
六

葉
表
第
二
～
三
行
の
「
我
的
哥
哥
大
統
領
不
下
山
来
」
の
十
一
文
字

が
無
い
。
従
っ
て
、
Ｉ
の
補
刻
は
、
Ｅ
と
同
じ
手
法
で
な
さ
れ
た
か
、

さ
も
な
く
ば
版
木
が
傷
む
前
に
刷
ら
れ
た
石
渠
閣
補
刻
本
・
北
京
Ｂ

本
・
覆
容
與
堂
刊
本
・
四
知
舘
本
の
い
ず
れ
か
（
な
い
し
現
存
の
知
ら

れ
な
い
そ
れ
ら
と
同
系
統
の
版
本
）
を
底
本
と
し
て
翻
刻
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
も
の
思
わ
れ
る
。
石
渠
閣
の
補
刻
標
識
が
無
い

点
や
字
様
か
ら
判
断
す
る
と
康
熙
五
年
よ
り
も
後
の
補
刻
ら
し
く
見

え
る
の
で
、
明
版
で
あ
る
右
の
各
版
本
の
い
ず
れ
か
を
参
照
出
来
た

可
能
性
は
低
い
。
僅
か
に
Ｅ
と
同
じ
手
法
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
版
木
が
傷
む
前
に
印
刷
さ
れ
て
市
場
に
出
回
っ
て
い
た

石
渠
閣
補
刻
本
を
一
本
入
手
し
て
、
そ
れ
を
底
本
と
し
た
と
い
う
も

の
く
ら
い
で
あ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
は
Ｅ
と
同
じ
手
法
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

　
Ｊ
に
該
当
す
る
の
も
、
版
木
一
枚
分
に
当
た
る
巻
八
十
八
第
十

三
・
十
四
葉
の
二
葉
の
み
で
あ
る
（
図
16
）。
Ｉ
と
同
じ
く
無
界
で
、

字
様
も
同
じ
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
近
い
感
じ
は
す
る
が
、
魚
尾
の

位
置
が
Ｉ
も
含
め
た
他
の
葉
よ
り
も
二
格
も
高
い
の
で
、
Ｉ
と
同
時

か
否
か
は
微
妙
で
あ
る
。
そ
れ
を
敢
え
て
区
分
し
た
の
は
、
全
千
三

百
一
葉
の
中
で
、
こ
の
二
葉
だ
け
が
本
文
系
統
を
異
に
す
る
た
め
で

あ
る
。
早
く
も
五
四
排
印
本
の
第
八
十
八
回
校
勘
記
〔
八
一
〕
に
簡

単
な
指
摘
が
あ
り
、
王
利
器
前
掲
論
文
四
〇
〇
頁
で
更
に
詳
し
く
述

⑲

図
15　

平
田
氏
蔵
本
巻
五
第
五
葉
裏
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べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
こ
の
二
葉
の
本
文
は
芥
子
園
本
・
全
傳
本
・

全
書
本
と
概
ね
一
致
し
、
石
渠
閣
補
刻
本
と
同
系
統
で
あ
る
容
與
堂

刊
本
系
統
の
諸
本
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
の
だ
。
お
そ
ら
く
、

こ
の
二
葉
は
Ｅ
の
よ
う
な
単
に
版
木
の
漫
漶
が
進
ん
だ
た
め
の
補
刻

で
は
な
く
、
版
木
が
補
刻
の
底
本
と
す
る
た
め
の
一
回
の
刷
り
す
ら

も
行
い
得
な
い
ほ
ど
の
激
し
い
損
傷
を
受
け
た
か
、
或
い
は
版
木
を

一
枚
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
か
し
た
こ
と
に
よ
る
補
刻
で
あ
り
、
Ｅ
と

同
じ
手
法
が
採
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
系
統
の
本
文
を
持
つ

版
本
を
参
照
す
る
こ
と
も
叶
わ
ず
、
た
ま
た
ま
参
照
す
る
こ
と
が
出

来
た
版
本
（
時
期
と
各
版
本
の
伝
存
数
と
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
れ
は
全
書

本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
最
も
高
い
）
を
底
本
と
し
て
、
Ａ
に
揃
え
た
行

款
で
そ
れ
を
翻
刻
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ど
の
版
本
と
も
一
致
し

な
い
明
ら
か
な
誤
字
が
複
数
あ
る
の
で
、
他
の
段
階
の
補
刻
に
比
べ

る
と
杜
撰
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
、
第
十
四
葉
が
こ
の
巻

の
末
葉
な
の
で
、
別
系
統
の
版
本
を
底
本
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
続

く
葉
と
の
接
続
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
に
は
な
ら
ず
に
済
ん
で
い
る
。

王
利
器
前
掲
論
文
四
〇
〇
頁
で
は
、
字
様
と
料
紙
か
ら
こ
の
補
刻
を

乾
隆
以
降
の
処
置
と
推
測
し
て
い
る
。
乾
隆
ま
で
下
る
と
言
っ
て
良

い
か
ど
う
か
ま
で
は
上
原
に
は
判
断
が
付
か
な
か
っ
た
が
、
康
熙
五

年
よ
り
も
遅
い
だ
ろ
う
と
は
感
じ
ら
れ
た
。

　

Ｋ
の
う
ち
Ｋ
ｂ
に
分
類
し
た
葉
は
、
字
様
が
Ｂ
に
近
い
ほ
か
、
い

ず
れ
も
近
く
に
Ｂ
の
葉
が
あ
る
。
特
に
巻
二
十
三
第
六
葉
や
巻
二
十

五
第
八
葉
は
、
同
じ
版
木
の
反
対
の
面
に
彫
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
巻

二
十
三
第
五
葉
や
巻
二
十
五
第
七
葉
が
Ｂ
で
、
字
様
も
そ
れ
と
一
致

し
て
い
る
か
ら
、
一
枚
の
補
刻
の
版
木
で
片
面
だ
け
「
石
渠
／
閣

⑳

㉑

㉒

図
16　

平
田
氏
蔵
本
巻
八
十
八
第
十
三
葉
裏

図
17　

平
田
氏
蔵
本
巻
三
十
二
第
二
葉
裏
・
第
三
葉
表
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

補
」
を
彫
り
忘
れ
た
事
例
と
見
て
ま
ず
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
従
っ

て
、
Ｂ
と
同
時
の
補
刻
で
「
石
渠
／
閣
補
」
が
見
え
な
い
葉
と
い
う

の
は
確
か
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
巻
二
十
三
第
十
二
葉
は
、

原
刻
の
版
木
の
片
面
は
そ
の
ま
ま
使
い
（
同
第
十
一
葉
）、
片
面
の
み

補
刻
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
（
巻
二
十
三
は
全
十
二
葉
だ
が
、
Ａ
が

七
葉
と
奇
数
葉
に
な
っ
て
い
る
た
め
）。

　

単
な
る
Ｋ
と
し
た
葉
は
、
Ａ
と
は
ど
こ
か
し
ら
違
う
感
じ
が
す
る

の
だ
が
、
か
と
い
っ
て
典
型
的
な
Ｂ
と
も
言
え
な
い
と
感
じ
た
も
の

で
あ
る
。
例
え
ば
図
17
は
右
の
葉
が
Ａ
で
、
左
の
葉
が
Ｋ
で
あ
る
。

　

補
刻
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
王
古
魯
「
讀
『
水
滸
全
傳
』
本
鄭

序
」（
原
載
『
文
史
哲
』
一
九
五
五
年
第
九
期
、
本
稿
で
は
王
古
魯
著
・
苗

懐
明
整
理
『
王
古
魯
小
説
戯
曲
論
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
）
所
収
に

拠
っ
た
）
一
九
四
頁
で
は
Ｂ
よ
り
も
Ｃ
が
先
だ
と
解
釈
し
、
馬
幼
垣

前
掲
書
一
一
一
頁
や
荒
木
前
掲
論
文
二
一
八
頁
で
は
Ｃ
よ
り
も
Ｂ
が

先
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。
Ｂ
は
二
百
三
十

七
葉
と
数
が
多
く
、
Ｋ
の
中
に
も
Ｂ
と
同
時
の
補
刻
が
幾
ら
か
含
ま

れ
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
対
し
て
、
Ｃ
は
Ｄ
を
入
れ
て
も
十
七
葉
し

図
17　

平
田
氏
蔵
本
巻
三
十
二
第
二
葉
裏
・
第
三
葉
表
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か
な
く
、
Ｋ
の
中
に
同
類
ら
し
い
も
の
も
見
当
た
ら
な
い
。
も
し
Ｃ

が
Ｂ
に
先
立
つ
の
だ
と
し
た
ら
、
康
熙
五
年
の
時
点
で
は
十
七
葉
し

か
補
刻
を
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
に
、
そ
の
後
で
石
渠
閣
が
二
百

三
十
七
葉
以
上
も
の
補
刻
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
漫
漶
が

進
行
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
補
刻
の
段
階
が
一
つ
異
な
る
平

田
氏
蔵
本
と
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
と
の
間
で
漫
漶
が
そ
れ
ほ
ど
進

ん
で
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
う
い
っ
た
事
態
は
些
か
想
定

し
づ
ら
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
版
木
の
二
～
三
割
前
後
に
漫
漶
が
ひ
ど

く
な
っ
た
時
点
で
最
初
に
行
わ
れ
た
補
刻
が
Ｂ
で
あ
る
が
故
に
Ｂ
の

数
が
飛
び
抜
け
て
多
く
、
そ
の
後
で
漫
漶
が
進
ん
だ
葉
に
順
次
施
さ

れ
た
補
刻
が
Ｃ
・
Ｋ
・
Ｉ
・
Ｅ
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
方
が
自
然
だ

ろ
う
。
ま
た
、
版
木
の
く
た
び
れ
具
合
と
い
う
面
か
ら
考
え
て
も
、

Ｂ
に
は
横
割
れ
が
生
じ
て
い
る
葉
が
稀
に
見
ら
れ
る
が
、
Ｃ
・
Ｉ
・

Ｊ
・
Ｅ
に
は
大
き
な
横
割
れ
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
Ｂ
の
方
が
Ｃ
よ

り
も
早
く
作
ら
れ
た
版
木
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

先
に
字
様
に
よ
っ
て
Ｂ
と
近
い
時
期
の
補
刻
か
と
推
定
し
た
Ｆ
は
、

数
の
上
で
も
Ｃ
を
上
回
る
の
で
、
や
は
り
初
期
段
階
の
補
刻
と
見
て

良
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
補
刻
の
方
法
の
類
似
か
ら
見
て
、
お
そ

ら
く
Ｇ
も
Ｆ
と
同
時
で
あ
ろ
う
。
Ｈ
の
う
ち
補
刻
が
施
さ
れ
て
い
る

箇
所
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
と
同
時
の
可
能
性
も
あ
れ
ば
、
版
木
が
割
れ

る
ご
と
に
随
時
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

な
お
、
荒
木
が
前
掲
論
文
で
詳
述
し
た
通
り
、
石
渠
閣
が
他
の
書

坊
が
作
っ
た
版
木
に
補
刻
を
施
し
て
印
行
し
た
版
本
は
他
に
も
複
数

現
存
し
て
お
り
、
補
刻
葉
の
版
心
に
は
石
渠
閣
の
名
が
刻
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
し
か
も
、
そ
の
中
に
は
石
渠
閣
が
複
数
回
の
補
刻

を
行
っ
た
と
見
ら
れ
る
版
本
も
あ
る
（『
彙
書
詳
註
』『
山
堂
肆
考
』『
重

刊
人
子
須
知
資
孝
地
理
心
學
統
宗
』）。
そ
れ
ら
の
補
刻
葉
に
お
い
て
は
、

底
本
と
思
し
き
版
本
と
文
字
が
一
致
し
、
他
の
系
統
に
属
す
る
版
本

と
は
一
致
し
な
い
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
、
石
渠
閣
は
自
ら
の
入
手

し
た
版
木
の
様
相
に
忠
実
な
補
刻
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ

る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
何
の
補
刻
標
識
も
無
い
Ｋ
（
Ｂ
と
同
時

で
は
な
い
も
の
に
限
る
）・
Ｉ
・
Ｊ
は
、
石
渠
閣
以
外
の
書
坊
が
康
熙

五
年
よ
り
も
後
に
施
し
た
補
刻
で
あ
る
可
能
性
が
高
そ
う
だ
。

「
○
」
と
い
う
補
刻
標
識
を
持
つ
Ｅ
は
、
Ｋ
・
Ｉ
・
Ｊ
よ
り
も
後
の

補
刻
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
、
や
は
り
石
渠
閣
以
外
の

書
坊
の
手
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

　

因
み
に
、
荒
木
前
掲
論
文
で
は
、『
山
堂
肆
考
』
に
は
ど
ち
ら
も

版
心
の
補
刻
標
識
は
同
じ
「
石
渠
／
閣
補
」
な
が
ら
字
様
が
明
ら
か

に
異
な
る
二
種
類
の
補
刻
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
両
者
は
時
期
が

異
な
る
補
刻
だ
と
判
断
し
た
。
そ
れ
を
念
頭
に
置
け
ば
、
Ｂ
の
補
刻

も
全
て
が
同
時
に
行
わ
れ
た
訳
で
は
な
い
（
＝
Ｂ
の
中
で
は
字
様
の
劣

る
葉
は
、
Ｂ
の
中
で
字
様
の
優
れ
る
葉
よ
り
少
し
遅
れ
て
施
さ
れ
た
補
刻
で

あ
る
）
と
い
う
可
能
性
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

六　

封
面
と
挿
画
の
来
歴

　

こ
こ
か
ら
は
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
み
に
残
る
十
二
行
二
十
四

字
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
は
第
一
冊
前
副
葉
二
枚
の
後
に
置
か
れ
て
い
る
封
面
（
図

18
）
だ
が
、
前
述
の
如
く
中
身
に
は
評
な
ど
一
文
字
た
り
と
も
附
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
の
に
右
欄
に
「
李
卓
吾
先
生
評
」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
中
央
欄
も
百
回
本
で
あ
り
な
が
ら
百
二
十
回
本
や
文
簡
本
の

書
名
で
あ
る
「
水
滸
全
傳
」
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
明
ら
か
に

羊
頭
狗
肉
で
あ
る
か
ら
、
荒
木
前
掲
論
文
二
四
七
頁
で
も
述
べ
た
通

り
、
こ
れ
は
Ａ
の
版
木
と
最
初
か
ら
セ
ッ
ト
だ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

一
部
の
巻
の
巻
頭
に
埋
木
に
よ
っ
て
「
李　
卓　
吾　
評　
閲
」
の
五
文

字
が
追
記
さ
れ
た
の
と
同
時
に
附
け
加
え
ら
れ
た
封
面
だ
と
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
前
章
で
述
べ
た
通
り
「
李　
卓　
吾　
評　
閲
」
は
Ｄ
の

葉
に
対
し
て
も
追
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
処
置
は
石
渠
閣
が
行

っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
版
木
が
石
渠
閣
の
手
を
離
れ
て
別
の
書

坊
の
手
に
渡
っ
て
か
ら
の
処
置
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
封
面
に
は
中
央
欄
上
方
に
松
竹
図
を
あ
し
ら
っ
た
双

図
18　

中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
封
面
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辺
朱
円
印
が
、
左
欄
の
「
本
衙
藏
板
」
に
印
の
左
側
を
重
ね
る
形
で

陽
刻
正
方
「
天
／
章
／
閣
」
朱
印
が
そ
れ
ぞ
れ
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
二
つ
の
朱
印
は
、
い
ず
れ
も
馬
幼
垣
前
掲
書
や
鄧
雷
前
掲
書
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
書
影
で
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
天
章

閣
の
印
は
管
見
の
限
り
先
行
研
究
で
は
僅
か
に
鄧
雷
前
掲
書
四
九
頁

に
北
京
図
書
館
の
蔵
書
印
と
並
ん
で
著
録
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
荒

木
前
掲
論
文
も
含
め
て
ほ
ぼ
無
視
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
上
原
の
経
験
則
か
ら
し
て
、
こ
の
位
置
に
捺
さ
れ
る
印
は
、
蔵

書
印
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
印
行
し
た
書
坊
か
発
兌
し
た
書
坊
の
ど

ち
ら
か
の
印
で
あ
る
こ
と
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
し
て
み
れ
ば
、

天
章
閣
と
は
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
を
印
行
し
た
書
坊
の
名
で
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
だ
が
、
康
熙
年
間
以
降
の
天
章
閣
と
い
う
書
坊

に
つ
い
て
は
目
下
の
と
こ
ろ
他
に
知
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
そ
の
当
否

は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

序
は
問
題
が
多
い
の
で
次
章
で
詳
述
す
る
と
し
て
、
先
に
「
水
滸

傳
像
」
こ
と
挿
画
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
の
挿
画
は
、
馬

蹄
疾
前
掲
書
が
「
此
像
萬
曆
原
刻
本
當
没
有
、
爲
清
康
熙
石
渠
閣
補

修
時
取
明
容
與
堂
刻
本
挿
圖
複
製
的
」（
七
一
頁
）
と
言
い
、
鄧
雷
前

掲
書
が
「
石
渠
閣
補
印
本
挿
圖
與
容
與
堂
全
本
（
上
原
注
：
本
稿
で
言

う
と
こ
ろ
の
北
京
Ｂ
本
）
挿
圖
從
總
體
上
來
説
基
本
相
同
、
但
是
石
渠

閣
補
印
本
挿
圖
比
容
與
堂
全
本
挿
圖
更
爲
簡
略
」（
五
一
頁
）
と
言
い
、

馬
幼
垣
前
掲
書
が
「
從
挂
名
天
都
外
臣
序
本
『
水
滸
傳
』
的
挿
圖
看

該
本
的
素
質
」（
四
一
一
～
四
二
三
頁
及
び
巻
頭
挿
図
三
二
～
五
〇
）
と

い
う
専
論
一
篇
を
割
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
通
り
、
二
百
幅
あ
る

北
京
Ｂ
本
の
挿
画
の
う
ち
九
十
六
幅
を
や
や
簡
略
化
し
な
が
ら
模
刻

し
た
も
の
で
あ
る
。
北
京
Ｂ
本
の
挿
画
を
模
刻
し
た
も
の
に
は
他
に

覆
容
與
堂
刊
本
の
挿
画
と
無
窮
会
本
の
挿
画
も
あ
る
が
、
瀧
本
弘
之

「「
水
滸
傳
」
諸
本
の
挿
画
に
つ
い
て
」（
瀧
本
弘
之
編
『
中
国
古
典
文

学
挿
画
集
成
（
三
）
水
滸
傳
』
所
収
、
遊
子
館
、
二
〇
〇
三
）
六
～
七
頁

で
相
違
点
や
継
承
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
三
者
の

「
王
婆
貪
賄
説
風
情
」
図
（
第
二
十
四
回
前
半
）
を
石
渠
閣
補
刻
本
の

「
水
滸
傳
像
」
第
十
三
葉
裏
の
同
題
の
図
と
比
べ
る
と
、
北
京
Ｂ
本

と
最
も
良
く
特
徴
が
一
致
す
る
。
よ
っ
て
、
通
説
通
り
北
京
Ｂ
本
の

系
譜
を
引
く
挿
画
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

但
し
、
先
行
研
究
に
問
題
が
無
い
訳
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
馬
幼

垣
氏
は
、
北
京
Ｂ
本
に
比
べ
て
石
渠
閣
補
刻
本
の
方
が
よ
り
本
文
に

㉓
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

沿
っ
た
描
写
に
改
良
し
て
い
る
図
が
少
数
な
が
ら
あ
る
と
し
て
、
①

第
三
十
一
回
後
半
の
図
で
武
松
に
殺
さ
れ
た
道
童
の
死
体
を
石
渠
閣

補
刻
本
だ
け
が
描
く
、
②
第
七
十
二
回
前
半
の
図
で
石
渠
閣
補
刻
本

だ
け
が
屏
風
の
中
に
四
大
寇
の
名
を
記
す
、
③
第
六
十
四
回
前
半
の

図
で
北
京
Ｂ
本
で
は
呼
延
灼
が
鎗
を
手
に
し
て
い
る
の
を
石
渠
閣
補

刻
本
で
は
鞭
に
変
え
て
い
る
、
④
第
九
十
五
回
後
半
の
図
で
北
京
Ｂ

本
で
は
張
順
の
亡
霊
が
方
天
定
の
生
首
を
持
っ
て
い
な
い
の
を
石
渠

閣
補
刻
本
で
は
持
た
せ
て
い
る
、
と
い
っ
た
例
を
挙
げ
て
い
る
（
四

二
一
頁
）。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
う
ち
妥
当
な
指
摘
は
②
だ
け
な
の
だ
。

①
と
④
は
、
北
京
Ｂ
本
の
影
印
本
で
あ
る
『
明
容
與
堂
刻
水
滸
傳
』

（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
七
五
）
や
、
そ
の
リ
プ
リ
ン
ト
で
あ
る

『
古
本
小
説
集
成
』
所
収
影
印
本
で
は
、
確
か
に
馬
幼
垣
氏
の
指
摘

通
り
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
実
は
影
印
の
際
に
残
酷
描

写
を
削
除
す
る
改
変
が
加
え
ら
れ
た
た
め
に
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
北
京
Ｂ
本
の
原
本
に
は
、
首
と
胴
と
が
お
別
れ
に
な
っ
た

道
童
の
死
体
が
転
が
っ
て
い
る
さ
ま
や
、
張
順
が
左
手
に
生
首
を
ぶ

ら
さ
げ
て
い
る
さ
ま
が
、
い
ず
れ
も
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
①
④
に
つ
い
て
馬
幼
垣
氏
を
責
め
る
の
は
酷
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
③
に
関
し
て
は
頂
け
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の

回
の
前
半
は
呼
延
灼
が
官
軍
に
寝
返
っ
た
と
見
せ
か
け
て
官
軍
を
率

い
る
関
勝
を
空
の
本
陣
に
お
び
き
寄
せ
、
そ
こ
を
梁
山
泊
軍
が
包
囲

攻
撃
す
る
と
い
う
筋
立
て
で
、
呼
延
灼
が
遠
く
に
見
え
る
本
陣
の
目

印
の
紅
灯
を
関
勝
に
指
し
示
す
場
面
を
描
い
た
の
が
問
題
の
図
で
あ

る
。
馬
幼
垣
氏
の
指
摘
通
り
、
北
京
Ｂ
本
で
は
鎗
だ
っ
た
呼
延
灼
の

手
に
す
る
武
器
が
、
石
渠
閣
補
刻
本
で
は
確
か
に
鞭
に
変
わ
っ
て
い

る
（
図
19
左
）。
し
か
し
、
石
渠
閣
補
刻
本
の
当
該
場
面
本
文
は
次
の

通
り
で
あ
る
（
傍
線
は
筆
者
が
附
し
た
）。

呼
延
灼
縱
馬
先
行
、
𨵿
勝
乗
馬
在
後
、
又
轉
過
一
層
山
嘴
、
只

見
呼
延
灼
把
鎗
尖
一
指
逺
逺
地
一
碗
紅
燈
。
𨵿
勝
勒
住
馬
、
問

道
、「
有
紅
燈
𠁅
是
那
里
？
」
呼
延
灼
道
、「
那
里
便
是
宋
公
明

中
軍
」。
急
催
動
人
馬
。
将
近
紅
燈
、
忽
聴
得
一
聲
炮
嚮
、
衆

軍
跟
定
𨵿
勝
、
殺
逩
前
來
、
到
紅
燈
之
下
看
時
、
不
見
一
箇
。

便
喚
呼
延
灼
時
、
亦
不
見
了
。（
巻
六
十
四
第
八
葉
）

こ
の
部
分
は
北
京
Ｂ
本
で
も
異
体
字
の
相
違
が
あ
る
の
み
で
、
や
は

り
呼
延
灼
は
鎗
の
先
で
遠
く
の
紅
灯
を
指
し
示
し
て
い
る
。
そ
も
そ

も
、
呼
延
灼
は
第
七
十
九
回
の
韓
存
保
と
の
一
騎
打
ち
で
は
最
初
は

㉔
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鎗
を
使
っ
て
後
か
ら
雙
鞭
に
持
ち
替
え
、
そ
の
後
で
ま
た
得
物
を
鎗

に
戻
し
て
戦
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
呼
延
灼
が
鎗
を
持
っ
て
い
て

も
何
も
お
か
し
く
は
な
い
。
ま
た
、
北
京
Ｂ
本
の
図
で
は
呼
延
灼
の

鎗
の
穂
先
が
き
ち
ん
と
紅
灯
ら
し
き
提
灯
の
方
を
向
い
て
い
る
の
だ

が
、
図
19
左
で
は
呼
延
灼
の
鞭
の
先
は
提
灯
と
は
別
の
方
向
を
向
い

て
し
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
石
渠
閣
補
刻
本
の
こ
の
図
は
、
呼
延

灼
の
「
雙
鞭
」
と
い
う
綽
号
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
本
文
に
忠
実
な
描

写
を
改
悪
し
て
し
ま
っ
た
も
の
な
の
だ
。
ど
う
や
ら
馬
幼
垣
氏
も
、

同
じ
理
由
で
本
文
を
確
か
め
な
い
ま
ま
石
渠
閣
補
刻
本
の
方
が
適
切

だ
と
即
断
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
前
述
の
通
り
、
馬
蹄
疾
氏
は
こ
の
挿
画
を
石
渠
閣
が
補
刻

の
際
に
北
京
Ｂ
本
の
図
を
模
倣
し
て
新
た
に
作
っ
た
と
し
て
い
た
。

一
方
、
馬
幼
垣
氏
は
「
毎
一
葉
的
版
心
部
分
都
很
明
確
、
内
中
完
全

没
有
補
刊
字
様
的
題
識
。
這
五
十
葉
顯
然
都
是
原
本
已
有
的
、
與
把

那
本
子
補
刊
成
現
在
的
様
子
的
石
渠
閣
無
關
」（
四
二
二
頁
）
と
正
反

対
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
上
原
の
意
見
は

ど
ち
ら
で
も
な
く
、
も
と
も
と
他
の
版
本
の
た
め
に
彫
ら
れ
た
挿
画

の
版
木
を
手
に
入
れ
て
こ
の
版
本
に
使
い
ま
わ
し
た
の
で
は
な
い
か

図
19　

中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
図
第
二
十
八
葉
裏
・
第
二
十
九
葉
表
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

と
考
え
て
い
る
。
康
熙
年
間
以
降
に
刊
印
さ
れ
た
章
回
小
説
版
本
が

他
の
版
本
の
挿
画
だ
け
を
再
利
用
し
て
い
る
事
例
は
間
々
見
ら
れ
る

も
の
で
、
例
え
ば
上
原
が
博
士
論
文
「
百
回
本
『
西
遊
記
』
の
成
立

と
展
開
─
─
書
坊
間
の
関
係
を
視
野
に
─
─
」（
東
京
大
学
大
学
院
人

文
社
会
系
研
究
科
、
二
〇
一
六
、http://doi.org/10.15083/00075383

）

第
六
章
「
清
本
諸
系
統
の
版
本
に
つ
い
て
」
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、

康
熙
三
十
三
年
と
三
十
五
年
の
序
を
持
つ
陳
士
斌
詮
解
本
『
西
遊
真

詮
』
の
十
行
二
十
二
字
Ａ
本
及
び
Ｂ
本
の
挿
画
は
、
い
ず
れ
も
〔
崇

禎
〕
刊
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
遊
記
』（
李
卓
吾
評
甲
本
）
の
挿
画

百
葉
二
百
幅
の
版
木
を
手
に
入
れ
て
使
い
ま
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
南
京
図
書
館
所
蔵
の
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
國
志
』（
李
卓

吾
乙
本
）
に
は
、
本
文
が
同
版
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
と
は
異
な
る

挿
画
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
本
文
系
統
を
全
く
異
に
す
る
京
都

大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
の
〔
乾
隆
〕
敦
化
堂
刊
本
『
四
大
奇
書

第
一
種
』
十
九
巻
一
百
二
十
回
の
挿
画
百
二
十
葉
二
百
四
十
幅
の
同

版
後
修
の
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
そ
の
挿
画
は
台
湾
国
家
図
書
館
所

蔵
の
封
面
（
左
下
に
「
大
魁
堂
藏
版
」
と
あ
り
）
と
序
と
挿
画
の
み
の

残
本
（
南
京
蔵
本
と
同
じ
く
後
修
）
や
、
ベ
ル
リ
ン
州
立
図
書
館
所
蔵

の
挿
画
し
か
残
ら
な
い
残
本
（
人
文
研
蔵
本
と
同
じ
状
態
）
等
と
も
同

版
で
あ
る
。
こ
の
挿
画
は
『
三
国
演
義
』
の
李
卓
吾
甲
本
Ａ
・
Ｂ
や

李
卓
吾
乙
本
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
挿
画
（
三
者
は
そ
れ
ぞ
れ
異

版
）
を
や
や
簡
略
化
し
た
模
刻
で
あ
り
、
し
か
も
石
渠
閣
補
刻
本

『
忠
義
水
滸
傳
』
の
挿
画
と
画
風
が
良
く
似
て
い
る
（
図
20
）。
そ

れ
を
踏
ま
え
て
、
石
渠
閣
補
刻
本
の
挿
画
は
、「
李　
卓　
吾　
評　

㉕

㉖

図
20　
南
京
図
書
館
蔵
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
國
志
』
第
十
一
回
図
表

�

（『
三
国
志
演
義
古
版
叢
刊
續
輯
』
所
収
影
印
本
よ
り
）
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閲
」
を
埋
木
に
よ
り
追
記
し
た
書
坊
の
手
に
よ
っ
て
、
李
卓
吾
の
も

の
と
銘
打
つ
批
評
を
持
つ
版
本
か
ら
、
封
面
と
一
緒
に
使
い
ま
わ
さ

れ
て
来
た
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
上
原
の
見
解
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
挿
画
に
は
い
わ
ゆ
る
又
丁
（
直
前
の
葉
の
丁
付
と
同
じ

数
字
に
「
又
」
が
付
く
丁
付
に
な
っ
て
い
る
葉
）
が
複
数
あ
る
の
だ
が
、

馬
幼
垣
前
掲
書
や
鄧
雷
前
掲
書
の
著
録
で
は
そ
の
様
相
が
明
確
で
は

な
い
の
で
、
各
葉
の
丁
付
・
対
応
す
る
回
数
・
表
裏
そ
れ
ぞ
れ
の
図

題
を
表
2
に
ま
と
め
た
。
そ
の
備
考
欄
に
記
し
た
通
り
版
心
題
の
位

置
や
魚
尾
の
白
黒
が
不
統
一
で
、
丁
付
に
も
混
乱
が
見
ら
れ
る
と
こ

ろ
を
見
る
と
、
版
心
は
最
初
か
ら
こ
の
状
態
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、

埋
木
改
刻
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
実
際
に
そ
う
で
あ
っ

た
と
し
た
ら
、
本
来
は
百
葉
二
百
幅
あ
っ
た
挿
画
の
う
ち
版
木
を
入

手
出
来
た
の
が
こ
の
四
十
八
葉
分
だ
け
で
あ
っ
た
た
め
に
、
欠
落
が

無
い
か
の
よ
う
に
装
う
べ
く
丁
付
を
版
心
ご
と
改
め
る
措
置
が
行
わ

れ
た
が
、
そ
の
際
に
丁
付
に
混
乱
を
来
た
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
っ

た
よ
う
な
事
態
が
想
定
さ
れ
る
。
馬
幼
垣
前
掲
書
四
二
一
頁
で
は
石

渠
閣
補
刻
本
は
数
多
く
の
名
場
面
に
挿
画
が
無
い
こ
と
を
指
摘
し
た

上
で
、
そ
の
原
因
を
こ
の
版
本
の
杜
撰
さ
に
求
め
て
い
る
が
、
そ
う

い
っ
た
名
場
面
の
挿
画
は
、
元
々
は
作
ら
れ
て
い
た
が
版
木
が
失
わ

れ
た
の
だ
と
考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

七　
「
天
都
外
臣
序
」
を
め
ぐ
っ
て

　

本
章
で
は
「
水
滸
傳
叙
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
こ
の
序
で

問
題
に
な
る
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
ま
ず
第
一
に
、
末
尾
の
署
名
は

「
萬
曆
己
丑
孟
冬
天
都
外
臣
撰
」
で
あ
る
と
い
う
五
四
排
印
本
で
示

さ
れ
た
判
読
が
妥
当
な
も
の
な
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
問
題
の
部

分
の
書
影
は
呉
暁
鈴
前
掲
論
文
、
馬
幼
垣
前
掲
書
、
鄧
雷
前
掲
書
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
同
じ
時
に
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
に

よ
る
も
の
ら
し
く
、
あ
ま
り
写
り
が
良
く
な
い
。
具
体
的
に
は
、
原

本
で
は
は
っ
き
り
存
在
が
確
か
め
ら
れ
る
上
二
文
字
の
右
端
と
思
し

き
筆
画
が
、
そ
の
書
影
で
は
全
く
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
基
づ
く
の
で
は
確
か
な
議
論
は
出
来
な
い
。
幸

い
、
今
回
は
中
国
国
家
図
書
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
新
た
に
撮
影
し

た
高
精
細
な
カ
ラ
ー
画
像
を
ご
提
供
頂
く
こ
と
が
出
来
た
（
図
21
）。

　

呉
暁
鈴
前
掲
論
文
で
は
、
呉
暁
鈴
氏
と
戴
望
舒
氏
は
、
ま
ず
第
七

～
十
字
に
つ
い
て
「
毫
無
疑
問
地
當
是
「
天
都
外
臣
」」（
二
一
頁
）
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表 2
丁付 回 表図題 裏図題 備考
一  1 張天師祈禳瘟疫 洪太尉悮赱妖魔
二  3 史大郎夜赱華隂縣 魯提轄拳打鎮関西
三  4 趙員外重修文殊院 魯智𣸧大閙五臺山 上象鼻に版心題
四  5 小覇王醉入銷金帳 花和尚大閙桃花村 上象鼻に版心題
六  8 林教頭刺配滄州道 花和尚大閙野猪林
七 11 朱貴水亭施號箭 林冲雪夜上梁山
八 12 梁山泊林冲落草 汴凉城楊志賣刀
十 15 呉學究説三阮撞儔 公孫勝應七星聚義 「聚」上部印刷不良
十一 20 梁山泊義士尊晁盖 鄆城縣月夜赱劉唐
十二 21 䖍婆醉打唐牛兒 宋江怒殺閻婆惜 丁付「二」汚損・破損
又十 17 花和尚単打二龍山 青面獣夜奪寳珠寺 乱丁
十三 24 王婆貪賄説風情 鄆哥不忿閙茶肆 上象鼻に版心題
十四 25 閻婆計啜西門慶 滛婦薬鴆武大郎 上象鼻に版心題
十五 27 □□又孟州道賣人肉 武都頭十字坡遇張靑 表図題前二字破損
十六 28 武松威鎮安平寨 施㤙義奪快活林
十七 31 張都監血濺鴛鴦樓 武行者夜赱蜈蚣嶺 「濺」一部破損
又十七 34 鎮三山大閙青州道 霹靂火夜赱瓦爍塲
十八 36 梁山泊吳用舉戴宗 掲陽嶺宋江逢李俊
十九 41 宋江智取無為軍 張順活捉黄文炳 白魚尾
二十 42 宋公明遇九天玄女 還道村受三巻天書 表裏が回目と逆
卄一 46 病関索大閙翆屏山 𢬵命三火燒祝家庄
卄二 47 撲天鵰雙脩生𣦸書 宋公明一打祝家荘
卄三 48 一丈青单捉王矮虎 宋公明両打祝家荘
卄四 50 吳學究雙掌連環計 宋公明三打祝家庄 白魚尾、図内に補筆
卄五 51 挿翅虎枷打白秀英 美髯公誤失小衙内
卄六 52 李逵打死殷天錫 柴進失𨺻髙唐州
卄七 53 戴宗智取公孫勝 李逵斧劈羅真人 白魚尾
卄八 59 吳用賺金鈴弔掛 宋江閙西嶽蕐山
卄九 64 呼延灼月夜賺関勝 宋公明雪天擒索超
三十 66 時遷火燒翠雲樓 吳用智取大名府
三一 68 宋公明夜打曽頭市 盧俊義活捉史文恭
三二 69 東平府誤陷九紋龍 宋公明義釋雙鎗将
三三 71 忠義堂石碣受天文 梁山泊英雄排坐次
三四 72 柴進簮芲入禁院 李逵元夜閙東京
三五 73 黒旋風喬捉鬼 梁山泊雙獻頭
三六 74 燕青智撲擎天柱 李逵壽章喬坐衙
三七 75 活閻羅倒船偷玉酒 黒旋風扯詔謗徽宗 「活」上部印刷不良
三八 77 梁山泊十靣埋伏 宋公明兩嬴童貫
三九 78 十節度議取梁山泊 宋公明一敗高太尉
四十 81 燕青月夜遇道君 戴宗㝎計出楽和
四一 86 宋公明大戦獨鹿山 盧俊義兵𨺻青石峪
四二 87 呼延灼力擒畨將 宋公明大戦幽州 表裏が回目と逆
四三 88 顔統軍陣列混天象 宋公明夢授玄女法
四四 89 宋公明破陣成功 宿太尉頒是降詔 「明」左側印刷不良
四六 92 盧俊義分兵宣州道 宋公明大戦毘陵郡
四八 94 湧金門張順𡚖神 寧海軍宋江吊孝 表裏が回目と逆

上象鼻に版心題
四九 95 宋江智取寧海軍 張順䰟殺方天㝎 表裏が回目と逆

上象鼻に版心題
五十 97 睦州城箭射鄧元覺 烏龍嶺神助宋公明
※第10、16、32、41、46葉の「義」と第39葉の「議」の旁は「𦍌＋𧰨」に作る（他の箇所
では「義」）。
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叙
」
第
六
葉
裏
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と
判
断
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
沈
徳
符
『
萬
曆
野
獲
編
』
に
よ
っ

て
天
都
外
臣
の
序
を
冠
し
た
『
水
滸
傳
』
版
本
が
万
暦
年
間
に
存
在

し
た
こ
と
が
分
か
る
、
と
い
う
予
備
知
識
を
持
た
ず
に
こ
の
署
名
だ

け
を
見
た
ら
、
ど
う
頑
張
っ
て
も
そ
の
四
字
が
候
補
に
出
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。
高
島
前
掲
論
文
も
指
摘
す
る
通
り
、「
毫
無
疑

問
」
は
明
ら
か
に
言
い
過
ぎ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
予
備
知
識
を

持
っ
た
上
で
見
れ
ば
、
八
字
目
に
は
間
違
い
な
く
オ
オ
ザ
ト
が
あ
る

か
ら
「
都
」
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
の
下
の
点
は
「
外
」
の
末
画
で

あ
っ
て
も
全
く
お
か
し
く
な
い
形
を
し
て
い
る
。
オ
オ
ザ
ト
の
字
の

上
も
「
天
」
の
末
画
の
払
い
ら
し
く
は
あ
る
し
、
カ
ラ
ー
画
像
を
拡

大
し
て
行
く
と
「
天
」
の
二
画
目
の
右
端
ら
し
き
位
置
に
ご
く
小
さ

く
だ
が
墨
が
乗
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
（
原
本
で
は
と
て
も
分
か
ら
な

か
っ
た
が
）。「
外
」
の
末
画
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
点
の
下
の

字
は
、
少
し
崩
し
た
「
臣
」
の
右
端
だ
と
言
わ
れ
れ
ば
納
得
し
て
し

ま
う
形
は
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
四
字
が
「
天
都
外
臣
」
だ
っ

た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
筆
画
が
見
え
る
の
も
ま
た
確
か
な
の
だ
。

　

呉
氏
と
戴
氏
は
続
い
て
最
後
の
字
を
「
撰
」
と
判
断
し
た
と
い
う

が
（
二
一
頁
）、
形
か
ら
も
署
名
の
末
字
に
当
た
る
と
い
う
意
味
上
の

問
題
か
ら
も
、
最
後
の
文
字
を
「
撰
」
と
推
定
す
る
こ
と
に
関
し
て

は
、
上
原
と
し
て
は
全
く
異
論
は
無
い
。
同
義
の
「
譔
」
で
あ
る
可

能
性
は
十
分
あ
る
が
、
そ
の
ど
ち
ら
か
な
の
は
ま
ず
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
上
で
両
氏
は
上
か
ら
六
字
分
に
戻
っ
て
「
萬
曆
己
丑
孟
冬
」

な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
に
た
ど
り
着
い
た
が
、
こ
の
六
字
は

下
の
五
字
よ
り
も
ず
っ
と
難
解
で
あ
り
、
仮
に
「
萬
曆
」
と
「
孟

冬
」（
呉
氏
は
「
孟
秋
」
も
あ
り
得
る
と
い
う
注
を
付
け
て
い
る
）
の
二
箇

所
が
間
違
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
間
の
「
己
丑
」
に
は
自
信
が
持

て
な
い
と
呉
氏
は
告
白
し
て
い
る
（
二
一
頁
）。
だ
が
、
上
原
が
二
〇

一
五
年
八
月
に
原
本
を
見
て
の
印
象
で
最
初
に
確
実
だ
と
感
じ
た
の

は
、
上
の
二
文
字
が
「
萬
曆
」
だ
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
印
象
は
二
〇
一
八
年
十
月
の
原
本
閲
覧
時
に
も
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
位
置
に
は
年
号
が
来
る
可
能
性
が
高
い
が
、
序
の
文
中
で

洪
武
年
間
の
こ
と
や
嘉
靖
年
間
の
こ
と
に
つ
い
て
年
号
を
出
し
な
が

ら
触
れ
て
い
る
の
で
、
署
名
に
冠
さ
れ
て
い
る
の
が
嘉
靖
よ
り
前
の

年
号
だ
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
。
嘉
靖
以
降
の
年
号
な
ら
、
康
熙

以
降
の
も
の
ま
で
含
め
て
も
、
こ
の
形
に
な
る
の
は
「
萬
曆
」
し
か

あ
り
得
ま
い
。
荒
木
も
そ
の
点
は
全
く
同
感
で
あ
る
。

㉗
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「
萬
曆
」
が
確
か
で
あ
れ
ば
、
年
号
と
撰
者
名
に
挟
ま
れ
た
四
字

は
、
ま
ず
年
月
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
「
年
」
か

「
歳
」
ら
し
い
字
は
見
え
な
い
し
、
五
字
目
が
「
孟
」
の
右
端
で
も

お
か
し
く
な
い
形
を
確
か
に
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
四
字
が
「
干
支

＋
孟
＋
季
節
」
だ
と
い
う
判
断
は
極
め
て
妥
当
な
も
の
だ
と
上
原
は

感
じ
て
い
る
。
季
節
に
つ
い
て
は
春
夏
秋
冬
の
全
て
に
六
字
目
の
残

存
部
分
の
よ
う
な
右
払
い
が
あ
る
の
で
と
て
も
特
定
は
出
来
な
い
が
、

上
下
の
字
の
残
存
部
分
と
の
高
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、

「
冬
」
か
「
春
」
の
ど
ち
ら
か
の
方
が
「
夏
」
や
「
秋
」
よ
り
も
可

能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
残
る
は
三
～
四
字
目
の
干
支

だ
が
、
十
干
の
中
で
三
字
目
の
残
存
部
分
の
よ
う
な
形
に
な
る
の
は

呉
氏
の
言
う
通
り
「
己
」
か
「
乙
」
の
い
ず
れ
か
し
か
あ
る
ま
い
。

と
な
る
と
、
三
字
目
が
そ
の
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
と

組
み
合
わ
さ
る
四
字
目
の
十
二
支
は
丑
・
卯
・
巳
・
未
・
酉
・
亥
の

六
種
に
絞
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
右
端
に
横
画
二
本
だ
け
が
見
え
る
四

字
目
の
よ
う
な
形
に
な
る
の
は
丑
だ
け
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す

る
と
、
萬
曆
十
七
年
が
己
丑
で
あ
り
、
萬
曆
年
間
に
乙
丑
の
年
は
無

い
こ
と
か
ら
、
消
去
法
に
よ
り
干
支
に
は
「
己
丑
」
以
外
の
候
補
は

残
ら
な
い
。

　

以
上
、
上
原
が
原
本
を
二
度
に
わ
た
っ
て
見
た
上
で
、
そ
の
後
に

提
供
さ
れ
た
カ
ラ
ー
画
像
の
拡
大
も
併
せ
て
判
読
を
試
み
た
結
果
と

し
て
は
、
呉
暁
鈴
氏
の
証
言
と
は
反
対
に
、
上
の
四
字
が
「
萬
曆
己

丑
」
で
あ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
が
、「
天
都
外
臣
」
に
つ
い
て

は
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
確
か
に
何
も
お
か
し
い
点
は
な
い
け

れ
ど
も
、
予
備
知
識
が
な
け
れ
ば
絶
対
に
思
い
つ
か
な
い
だ
ろ
う
と

い
う
程
度
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
総
じ
て
、
上
原
は
高
島
前

掲
論
文
が
強
く
否
定
す
る
ほ
ど
ま
で
呉
暁
鈴
氏
と
戴
望
舒
氏
の
判
読

が
無
茶
な
も
の
だ
と
は
思
わ
な
い
。
天
都
外
臣
か
ど
う
か
は
措
く
と

し
て
も
、「
萬
曆
己
丑
」
と
記
さ
れ
た
序
文
で
あ
る
と
い
う
点
は
確

実
視
し
て
良
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
上
原
の
意
見
で
あ
り
、
荒
木
も

そ
の
判
断
に
は
異
論
は
無
い
。

　

こ
の
序
を
め
ぐ
る
も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題
は
、
仮
に
末
尾
の
署

名
が
天
都
外
臣
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
沈
徳
符
が
見
て
『
萬
曆
野
獲

編
』
に
記
し
た
序
文
そ
の
も
の
だ
と
見
て
良
い
の
か
、
そ
れ
と
も

『
萬
曆
野
獲
編
』
に
よ
っ
て
天
都
外
臣
の
序
を
持
つ
善
本
が
あ
る
と

知
っ
た
人
物
に
よ
っ
て
偽
作
さ
れ
た
序
文
な
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
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る
。
そ
の
問
題
に
関
し
て
、
聶
紺
弩
「
論
『
水
滸
』
的
繁
本
與
簡

本
」（
原
載
『
中
華
文
史
論
叢
』
一
九
八
〇
年
第
二
期
、
本
稿
で
は
聶
紺
弩

『
中
国
古
典
小
説
論
集
』（
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
）
所
収
の
加
筆

修
正
版
に
拠
っ
た
）
一
五
四
～
一
五
五
頁
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
傍
線

と
丸
数
字
は
筆
者
が
加
え
た
）。

我
看
見
過
這
箇
本
子
。
看
到
時
、「
叙
」
的
末
幅
年
月
題
署
一

行
已
被
裁
去
、
所
謂
「
萬
曆
己
丑
孟
冬
天
都
外
臣
撰
」
等
字
、

已
一
字
不
存
、
僅
據
未
裁
凈
的
幾
點
筆
畫
収
尾
處
、
看
出
確
實

這
是
幾
箇
字
。
①
順
便
説
一
句
、
這
部
書
的
毎
回
末
頁
、
即
所

謂
「
下
回
分
解
」
處
、
哪
怕
只
占
那
頁
的
一
兩
行
、
那
些
空
白

紙
没
有
一
處
是
被
裁
了
的
。
②
我
看
見
時
、
這
書
已
歸
鄭
振
鐸

先
生
所
有
。
有
人
在
歸
鄭
所
有
之
前
已
見
過
、
據
説
、
那
時
這

「
叙
」
的
年
月
署
題
還
未
被
裁
掉
、
而
且
年
月
題
署
并
非
最
後

一
行
、
後
面
還
有
一
行
、
刻
着
「
康
熙
間
」
的
年
月
及
別
的
字

様
。
這
様
一
説
、
年
月
署
題
被
裁
而
又
留
下
可
以
辨
認
的
痕
迹
、

道
理
就
很
顯
然
了
：
書
賈
要
滅
掉
「
康
熙
」
字
様
而
留
下
「
萬

曆
」
字
様
、
以
便
把
清
本
当
明
本
而
賣
得
高
價
。
本
来
只
需
裁

掉
「
康
熙
」
那
一
行
就
得
、
連
「
萬
曆
」
這
一
行
也
幾
乎
裁
得

干
干
凈
凈
、
是
由
於
一
時
失
手
或
別
種
原
因
、
那
就
不
必
追
問

了
。
總
之
、
這
篇
「
叙
」
不
是
明
代
舊
版
而
是
清
康
熙
時
刻
的
。

③
那
然
如
此
、
連
文
字
也
是
康
熙
時
假
托
、
不
是
很
可
能
麼
？

聶
紺
弩
氏
の
こ
の
証
言
は
数
々
の
先
行
研
究
で
問
題
に
さ
れ
て
来
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
問
題
点
が
あ

る
。
傍
線
部
①
で
各
回
の
末
葉
の
紙
は
ど
こ
も
全
く
切
り
取
ら
れ
て

い
な
い
と
い
う
の
が
、
完
全
に
実
情
に
反
し
た
証
言
な
の
だ
。
第
一

章
で
述
べ
た
通
り
、
版
木
に
は
全
巻
の
末
葉
の
裏
面
末
行
に
「
忠
義

水
滸
傳
巻
之
幾
」
と
い
う
尾
題
が
彫
ら
れ
て
い
た
は
ず
な
の
だ
が
、

中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
に
は
そ
こ
ま
で
紙
が
残
っ
て
い
る
巻
は
数
え

る
ほ
ど
し
か
な
く
、
殆
ど
は
そ
れ
よ
り
前
で
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
序
末
の
署
名
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
巻
の
本
文
が

終
わ
る
行
自
体
が
右
側
の
一
部
だ
け
を
残
し
て
切
り
取
ら
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
箇
所
が
三
つ
も
あ
る
。
即
ち
、
巻
四
十
三
第
十
九
葉
裏
の

本
文
の
最
後
の
一
字
「
觧
」
だ
け
が
あ
る
第
十
一
行
（
右
三
分
の
一

ほ
ど
を
残
し
て
ま
っ
す
ぐ
切
り
取
ら
れ
る
）、
巻
八
十
二
第
十
五
葉
裏
の

本
文
の
最
後
の
七
字
「
誰
且
聴
下
囬
分
解
」
だ
け
が
あ
る
第
十
行

（
右
半
分
弱
を
残
し
て
ま
っ
す
ぐ
切
り
取
ら
れ
る
）、
巻
九
十
第
十
五
葉
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裏
の
本
文
の
最
後
の
三
文
字
「（
低
三
格
）
公
孫
勝
」
だ
け
が
あ
る
は

ず
の
第
十
行
（
三
文
字
の
右
端
だ
け
を
僅
か
に
残
す
形
で
不
規
則
に
破
り

去
ら
れ
る
）
の
三
箇
所
で
あ
る
。
聶
紺
弩
氏
は
中
国
国
家
図
書
館
蔵

本
を
あ
ま
り
丁
寧
に
見
た
訳
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
切

り
取
ら
れ
て
い
る
箇
所
は
、
ま
っ
す
ぐ
切
断
さ
れ
て
い
る
場
合
も
刃

物
で
切
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
は
な
く
、
折
り
目
を
付
け
る
か
定
規
を

当
て
る
か
し
た
上
で
手
で
破
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。

　

同
じ
よ
う
に
本
文
の
末
尾
が
文
字
の
右
端
だ
け
を
残
し
て
切
り
取

ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
箇
所
が
他
に
三
つ
も
あ
る
と
な
る
と
、
序
末

の
署
名
の
裁
断
だ
け
を
特
別
視
し
て
良
い
か
ど
う
か
に
は
疑
問
の
余

地
が
生
じ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
版
本
の
価
値
を
判
断
す
る
際
の
重
要

な
情
報
で
あ
る
か
ら
、
あ
っ
て
も
な
く
て
も
構
わ
な
い
よ
う
な
巻
尾

題
や
ら
、
途
中
の
巻
の
本
文
の
最
後
の
数
文
字
や
ら
と
は
重
み
は
全

く
異
な
る
。
そ
れ
は
認
め
る
が
、
聶
紺
弩
氏
が
傍
線
部
②
で
言
う
よ

う
な
事
情
が
あ
っ
た
と
は
、
こ
の
証
言
だ
け
で
は
ど
う
に
も
信
じ
が

た
い
。
鄧
雷
「『
水
滸
傳
』
天
都
外
臣
序
言
考
辨
」（『
臨
沂
大
学
学

報
』
第
三
十
七
巻
第
一
期
、
二
〇
一
五
）
一
一
八
頁
で
も
、
あ
る
人
に

聞
い
た
と
い
う
の
が
ど
の
く
ら
い
信
用
出
来
る
情
報
な
の
か
と
い
う

問
題
が
あ
る
こ
と
や
、
序
文
が
偽
作
な
の
で
あ
れ
ば
わ
ざ
わ
ざ
偽
作

し
た
年
月
を
書
く
は
ず
が
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
。
本
文
の
最
後
の
行
の
文
字
が
切
ら
れ
て
い
る
他
の
三
箇
所
と
同

じ
く
、
序
末
も
た
ま
た
ま
切
り
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
（
上
原
が
中
国

国
家
図
書
館
蔵
本
の
各
巻
の
末
葉
の
紙
の
状
態
を
見
て
の
印
象
と
し
て
は
、

例
え
ば
も
う
少
し
左
の
位
置
か
ら
破
り
去
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
手
が
滑
っ

て
署
名
の
文
字
ま
で
破
い
て
し
ま
い
、
見
栄
え
を
良
く
す
る
た
め
に
破
け
て

い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
改
め
て
ま
っ
す
ぐ
切
断
し
た
、
と
い
う
よ
う
な
可
能
性

は
あ
り
そ
う
に
感
じ
る
）
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
傍
線
部
③
に
つ
い
て
は
、
聶
紺
弩
氏
は
こ
の
引
用
よ
り

も
前
の
部
分
で
、「
水
滸
傳
叙
」
と
同
じ
よ
う
な
文
面
が
、
周
亮
工

が
康
熙
初
期
に
獄
中
で
編
ん
だ
と
い
う
『
因
樹
屋
書
影
』
や
、
明
末

刊
本
で
あ
る
『
忠
義
水
滸
全
傳
』
不
分
巻
一
百
二
十
回
に
附
さ
れ
た

「
出
像
評
點
忠
義
水
滸
全
傳
發
凡
」
な
ど
に
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し

て
、
康
熙
年
間
に
「
發
凡
」
や
『
書
影
』
な
ど
幾
つ
か
の
文
章
を
切

り
貼
り
し
て
偽
作
さ
れ
た
の
が
こ
の
序
だ
と
い
う
見
解
を
示
し
て
お

り
、
高
島
前
掲
論
文
は
こ
れ
に
全
面
的
に
賛
同
し
て
い
る
。
獄
中
に
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

い
た
周
亮
工
が
「
水
滸
傳
叙
」
を
ほ
ぼ
正
確
に
引
用
出
来
る
訳
が
な

い
の
で
「
水
滸
傳
叙
」
の
方
が
『
書
影
』
を
襲
っ
た
の
だ
と
い
う
の

が
聶
氏
の
論
法
な
の
だ
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
鄧
雷
前
掲
論
文

一
一
八
頁
の
、『
書
影
』
は
獄
中
で
編
ま
れ
た
と
言
っ
て
も
周
亮
工

に
は
出
獄
後
に
修
正
の
機
会
は
幾
ら
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
し
、『
書

影
』
に
先
立
っ
て
順
治
末
期
に
成
立
し
た
と
見
ら
れ
る
梁
維
枢
『
玉

劔
尊
聞
』
も
同
じ
引
用
を
し
て
い
る
と
い
う
批
判
が
当
を
得
て
い
る

だ
ろ
う
。

　

附
言
す
れ
ば
、
荒
木
前
掲
論
文
で
考
証
し
た
通
り
、
石
渠
閣
を

代
々
営
ん
だ
蔣
氏
は
明
末
に
王
氏
車
書
樓
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
て
書

籍
の
編
集
や
刊
行
に
携
わ
っ
て
い
た
の
だ
が
、
車
書
樓
グ
ル
ー
プ
の

編
ん
だ
本
を
刊
行
し
た
こ
と
の
あ
る
書
坊
の
一
人
に
、
周
亮
工
の
叔

父
で
あ
る
周
文
燿
が
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
周
亮
工
も
石
渠
閣
と

何
ら
か
の
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
そ
う
で
あ

れ
ば
石
渠
閣
補
刻
本
を
周
亮
工
が
目
睹
し
て
い
た
と
し
て
も
何
の
不

思
議
も
な
い
。
石
渠
閣
補
刻
本
そ
の
も
の
に
附
い
て
い
た
「
水
滸
傳

叙
」
を
周
亮
工
が
引
用
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

こ
の
序
の
内
容
面
か
ら
の
真
偽
の
検
討
は
本
誌
小
松
論
文
に
譲
る

が
、
版
木
の
状
態
か
ら
考
え
て
も
、「
水
滸
傳
叙
」
の
版
木
は
控
え

め
に
言
っ
て
も
康
熙
五
年
の
Ｃ
の
補
刻
よ
り
は
確
実
に
古
び
て
い
る

（
図
22
）。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
は
っ
き
り
と
漫
漶
が
進
ん
だ
箇
所
は

見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
原
刻
の
Ａ
の
中
に
も
「
水
滸
傳
叙
」
の
各
葉

と
同
程
度
の
状
態
の
葉
は
数
多
く
あ
る
の
で
、
Ａ
の
版
木
と
同
時
に

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
石
渠
閣
と
周

㉘

㉙

図
22　

中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
「
水
滸
傳
叙
」
第
一
葉
表
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亮
工
と
の
関
係
も
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
序
は
版
木
が
石
渠
閣
の
手
に

入
る
以
前
か
ら
Ａ
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
か
な
り
高
い

と
上
原
は
感
じ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
最
初
か
ら
Ａ
と

同
時
に
作
ら
れ
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

お　

わ　

り　

に

　

以
上
の
検
討
の
結
果
、
石
渠
閣
補
刻
本
の
補
刻
は
、
ま
ず
石
渠
閣

に
よ
る
Ｂ
と
Ｋ
ｂ
（
お
そ
ら
く
同
時
期
に
Ｆ
と
Ｇ
も
）
が
施
さ
れ
、
次

い
で
康
熙
五
年
に
Ｃ
（
Ｄ
を
含
む
）
が
、
更
に
Ｉ
と
Ｊ
が
順
不
同
で

施
さ
れ
て
、
最
後
に
Ｅ
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
Ｈ
と
Ｋ
の

施
さ
れ
た
時
期
は
、
葉
ご
と
に
一
律
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
前
付
の
う
ち
、
目
録
と
引
首
は

最
初
か
ら
本
文
の
原
刻
部
分
と
一
緒
に
作
ら
れ
た
版
木
に
よ
る
も
の

に
相
違
な
く
、
封
面
と
挿
画
は
Ｃ
の
補
刻
よ
り
も
後
に
お
そ
ら
く
石

渠
閣
以
外
の
書
坊
が
一
部
の
巻
頭
の
「
李　
卓　
吾　
評　
閲
」
と
同
時

に
加
え
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
、
問
題
の
「
水
滸
傳

叙
」
は
、
石
渠
閣
が
版
木
を
入
手
し
た
時
点
で
既
に
目
録
・
引
首
・

本
文
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
原
刻
部
分
と
同
時

に
作
ら
れ
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
、
と
い
っ
た
結
論
も
得
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
そ
の
原
刻
の
版
木
が
い
つ
ど
こ
で
作
ら
れ
た
も
の
な
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。「
水
滸
傳
叙
」
は
天

都
外
臣
汪
道
昆
の
真
作
で
最
初
か
ら
原
刻
部
分
と
セ
ッ
ト
で
版
木
が

作
ら
れ
た
と
結
論
付
け
て
い
る
鄧
雷
前
掲
論
文
や
、
や
は
り
こ
の
序

が
天
都
外
臣
の
真
作
で
あ
る
可
能
性
を
高
く
見
積
も
っ
て
い
る
本
誌

小
松
論
文
は
、
沈
徳
符
『
萬
曆
野
獲
編
』
の
「
武
定
侯
郭
勲
、
在
世

宗
朝
、
號
好
文
多
藝
能
計
數
。
今
新
安
所
刻
水
滸
傳
善
本
、
即
其
家

所
傳
。
前
有
汪
太
函
序
、
託
名
天
都
外
臣
者
」
と
い
う
記
述
も
踏
ま

え
て
、
石
渠
閣
補
刻
本
の
原
刻
部
分
は
徽
州
新
安
で
作
ら
れ
た
版
木

で
は
な
い
か
と
い
う
立
場
を
採
っ
て
い
る
。
小
松
氏
は
Ａ
の
葉
の
萬

曆
年
間
の
徽
州
刊
本
と
の
字
様
や
版
式
の
類
似
も
指
摘
し
て
お
り
、

確
か
に
Ａ
の
葉
は
萬
曆
十
七
年
の
徽
州
刊
本
だ
と
し
て
も
全
く
お
か

し
く
な
い
風
格
を
持
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
上
原
と
荒
木
は
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
別
の
可
能
性
も
提

示
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
荒
木
前
掲
論
文
の
結
語
で
既
に
述
べ

て
い
る
の
だ
が
、
原
刻
が
萬
曆
二
十
年
前
後
の
金
陵
刊
本
で
あ
っ
た

可
能
性
で
あ
る
。
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

　

上
原
は
か
つ
て
単
著
論
文
「『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
遊
記
』
の
版

本
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
三
集
、
二
〇
一
一
。
加
筆

修
正
し
て
前
掲
博
論
第
四
章
「
李
卓
吾
批
評
本
系
の
版
本
に
つ
い
て
」）
に

お
い
て
、『
三
国
演
義
』『
水
滸
傳
』『
西
遊
記
』
の
三
者
に
、
い
ず

れ
も
版
式
や
挿
画
の
特
徴
が
似
通
っ
た
萬
曆
三
十
年
代
後
半
頃
刊
の

李
卓
吾
評
本
が
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
う
ち
『
西
遊
記
』
と
『
三
国
演

義
』
は
い
ず
れ
も
萬
曆
二
十
年
前
後
の
互
い
に
特
徴
を
同
じ
く
す
る

金
陵
刊
本
を
底
本
（
或
い
は
少
な
く
と
も
底
本
の
一
つ
）
に
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
金
陵
刊
本
と
は
、『
西
遊
記
』
で
は
萬
曆

二
十
年
序
刊
の
唐
氏
世
徳
堂
刊
本
『
新
刻
出
像
官
板
大
字
西
遊
記
』、

『
三
国
演
義
』
は
萬
曆
十
九
年
刊
の
周
曰
校
萬
卷
樓
刊
本
『
新
刋
校

正
古
本
大
字
音
釋
三
國
志
通
俗
演
義
』（
い
わ
ゆ
る
周
曰
校
乙
本
）
で

あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
上
原
の
単
著
論
文
「
金
陵
唐
氏
世
徳
堂
刊
本

講
史
小
説
三
種
と
上
元
王
氏
の
双
面
連
式
挿
画
に
つ
い
て
」（
瀧
本

弘
之
編
『
中
国
古
典
文
学
挿
画
集
成
（
九
）・
小
説
集
〔
三
〕』
所
収
、
遊
子

館
、
二
〇
一
四
）
で
は
、
提
携
関
係
に
あ
っ
た
唐
氏
世
徳
堂
と
周
氏

萬
卷
樓
が
上
元
王
氏
の
画
工
を
起
用
し
て
出
版
し
た
一
連
の
章
回
小

説
シ
リ
ー
ズ
に
こ
の
二
つ
の
金
陵
刊
本
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
指
摘
し

た
。

　

荒
木
前
掲
論
文
で
は
前
掲
上
原
二
〇
一
一
を
承
け
て
、
中
川
前
掲

書
も
引
き
つ
つ
、『
西
遊
記
』
と
『
三
国
演
義
』
の
萬
曆
三
十
年
代

後
半
の
李
卓
吾
評
本
が
萬
曆
二
十
年
前
後
の
金
陵
刊
本
の
影
響
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、『
水
滸
傳
』
の
李
卓
吾
評
本
で
あ
る
萬
曆

三
十
八
年
序
刊
の
容
與
堂
刊
本
に
も
そ
れ
に
当
た
る
金
陵
刊
本
が
あ

っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
未
発
見
の
そ
の
金
陵
刊
本
た
る
に
相
応
し

い
条
件
を
石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
が
満
た
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
荒
木
は
そ
こ
で
、
当
該
論
文
内
で
詳
細
に
考
証
し
た

『
忠
義
水
滸
傳
』
以
外
の
石
渠
閣
補
刻
本
の
多
く
が
金
陵
と
関
わ
り

の
あ
る
書
坊
が
原
刻
本
を
刊
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
石
渠

閣
補
刻
本
の
版
式
が
唐
氏
世
徳
堂
刊
本
『
西
遊
記
』
と
同
じ
十
二
行

二
十
四
字
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
、
そ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
一
点

と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、
前
掲
上
原
二
〇
一
四
で
は
、
共
通
点
を
多
く
含

む
シ
リ
ー
ズ
で
は
あ
っ
て
も
、
世
徳
堂
の
章
回
小
説
刊
本
は
十
二
行

二
十
四
字
を
定
式
と
し
、
万
巻
楼
の
章
回
小
説
刊
本
は
十
三
行
二
十

六
字
を
定
式
と
す
る
と
い
う
各
自
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
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い
た
。
ま
た
、
石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
Ａ
の
部
分
の
字

様
は
、
小
松
本
誌
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
萬
曆
年
間
の
徽
州
刊
本

に
も
良
く
見
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
唐
氏
世
徳
堂
刊
本
『
新
刻

出
像
官
板
大
字
西
遊
記
』
に
も
類
似
の
字
様
は
見
出
せ
る
。
更
に
、

荒
木
前
掲
論
文
で
述
べ
た
車
書
樓
グ
ル
ー
プ
の
出
版
に
関
与
し
た
中

に
は
、
周
氏
の
書
坊
も
唐
氏
の
書
坊
も
い
た
。

　

以
上
を
考
え
併
せ
る
と
、
状
況
証
拠
と
し
て
は
、
石
渠
閣
補
刻
本

の
原
刻
部
分
は
萬
曆
二
十
年
前
後
の
金
陵
刊
本
で
あ
っ
た
と
い
う
可

能
性
が
浮
上
し
て
来
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
萬
曆
十
七

年
の
序
が
最
初
か
ら
附
い
て
い
る
と
い
う
の
も
自
然
な
こ
と
に
思
え

て
来
る
。

　

天
都
外
臣
の
序
は
新
安
刊
本
に
附
い
て
い
た
と
い
う
沈
徳
符
の
証

言
と
の
整
合
性
は
問
題
に
な
る
が
、
そ
も
そ
も
石
渠
閣
補
刻
本
の
原

刻
部
分
に
は
、
刊
行
者
の
名
も
刊
行
地
に
つ
い
て
の
情
報
も
一
切
記

さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
仮
に
封
面
に
も
刊
行
者
名
も
刊
行
地
も
見
え

な
け
れ
ば
、
原
刻
本
に
は
刊
行
地
が
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

に
な
る
。
よ
っ
て
、
仮
に
沈
徳
符
が
そ
う
い
う
状
態
の
原
刻
本
を
見

た
の
だ
と
し
た
ら
、
徽
州
歙
県
の
人
で
あ
る
汪
道
昆
が
徽
州
の
地
名

で
あ
る
「
天
都
」
を
冠
し
た
号
で
序
を
書
い
て
い
る
と
い
う
認
識
に

よ
っ
て
、
実
際
に
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
は
無
関
係
に
新
安
刊
本
だ

と
思
い
込
む
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
唐
氏
や
周
氏

の
書
坊
は
明
代
を
扱
う
章
回
小
説
に
は
刊
行
者
名
を
記
さ
な
い
方
針

を
採
っ
て
い
た
よ
う
な
の
で
、『
水
滸
傳
』
も
何
ら
か
の
理
由
で
そ

れ
に
準
ず
る
処
置
が
採
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

　

但
し
、
原
刻
部
分
を
金
陵
刊
本
と
見
る
こ
の
仮
説
に
は
、
重
大
な

弱
点
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
め
は
、
石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』

に
は
、
批
評
や
注
釈
は
お
ろ
か
、
句
読
や
圏
点
す
ら
附
い
て
い
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
。
唐
氏
や
周
氏
の
金
陵
刊
本
は
、
句
読
や
圏
点
は

元
よ
り
、
固
有
名
詞
に
は
傍
線
を
附
し
、
時
に
は
破
音
字
に
圏
発
ま

で
加
え
、
批
評
や
注
釈
も
満
載
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の

点
で
は
石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
は
金
陵
刊
本
ら
し
く
は
な

い
。
句
読
も
圏
点
も
批
評
も
注
釈
も
無
い
と
い
う
の
は
、
本
誌
小
松

論
文
が
指
摘
す
る
通
り
、
徽
州
刊
本
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

　

二
つ
め
は
、
石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
原
刻
部
分
に
は

挿
画
が
無
か
っ
た
と
思
し
い
こ
と
で
あ
る
。『
西
遊
記
』
と
『
三
国

演
義
』
の
萬
曆
二
十
年
前
後
の
金
陵
刊
本
が
李
卓
吾
評
本
に
与
え
た

㉚

㉛
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

影
響
の
中
に
は
、
挿
画
の
構
図
が
直
接
引
き
継
が
れ
た
と
い
う
の
も

含
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
、
石
渠
閣
補
刻
本
が
現
在
持
っ
て
い
る
挿
画

が
康
熙
五
年
よ
り
も
後
に
別
の
版
本
か
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
い

う
本
稿
の
結
論
は
、
金
陵
刊
本
説
に
と
っ
て
は
不
利
な
も
の
と
な
る
。

　

よ
っ
て
、
金
陵
刊
本
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
も
一

つ
の
可
能
性
の
提
示
で
あ
っ
て
、
上
原
も
荒
木
も
、
徽
州
で
は
な
く

金
陵
だ
と
強
く
主
張
す
る
ほ
ど
の
材
料
を
持
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

し
か
し
、
徽
州
新
安
刊
本
だ
と
決
め
て
か
か
れ
る
ほ
ど
の
材
料
も
揃

っ
て
は
い
な
い
と
感
じ
る
の
で
、
注
意
を
喚
起
し
て
今
後
の
検
証
に

委
ね
る
べ
く
、
検
討
課
題
と
し
て
結
び
に
記
し
た
次
第
で
あ
る
。

註①　

二
つ
の
ル
ー
ト
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
入
手
し
た
が
、

ど
ち
ら
も
同
じ
親
フ
ィ
ル
ム
か
ら
複
製
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
で
あ
っ
た
と

い
う
（
馬
幼
垣
前
掲
書
一
〇
七
頁
）。

②　

な
お
、
鄧
雷
前
掲
書
は
①
全
百
回
の
目
録
に
見
え
る
回
目
、
②
全
百

回
の
本
文
内
で
の
回
目
、
③
全
九
十
六
幅
の
図
の
標
題
、
④
第
七
十
一

回
に
見
え
る
梁
山
泊
百
八
人
の
星
の
名
と
綽
号
と
席
次
、
と
い
う
大
掛

か
り
な
リ
ス
ト
四
種
を
独
自
の
調
査
に
よ
っ
て
著
録
し
て
お
り
、
決
し

て
鄧
雷
氏
の
調
査
方
針
が
い
い
加
減
な
も
の
だ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
調

査
可
能
な
日
程
の
中
で
①
～
④
を
優
先
し
た
結
果
、
補
刻
状
況
の
再
検

証
に
ま
で
は
手
が
回
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

③　

二
〇
一
八
年
十
月
現
在
、
画
像
の
閲
覧
に
は
同
館
の
閲
覧
証
番
号
か
、

或
い
は
中
華
人
民
共
和
国
居
民
身
分
証
の
番
号
の
ど
ち
ら
か
に
よ
る
登

録
と
認
証
が
必
要
。

④　

但
し
、
第
十
一
冊
後
表
紙
の
裏
張
り
（
後
表
紙
か
ら
は
剥
離
し
て
い

る
）
の
右
下
隅
に
、
時
計
回
り
に
九
十
度
傾
け
て
判
読
不
能
の
小
さ
な

楕
円
墨
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
隣
に
同
じ
向
き
で
墨
筆
に
て
「
申

口
□
□
□
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
所
蔵
者
の
書
き
入
れ
や
蔵
書

印
と
い
う
よ
り
は
、
先
に
こ
の
よ
う
な
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
紙
が
表

紙
の
裏
張
り
に
用
い
ら
れ
た
も
の
か
？

⑤　

な
お
、
本
誌
所
載
の
孫
琳
浄
「
石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の

日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
─
─
馬
琴
と
北
静
廬
を
手
が
か
り
に

─
─
」
は
、
か
つ
て
馬
琴
が
借
覧
し
た
と
い
う
北
静
盧
所
蔵
の
百
回
本

の
特
徴
が
平
田
氏
蔵
本
と
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑥　

こ
の
和
刻
本
に
つ
い
て
は
、
白
木
直
也
「
和
刻
本
忠
義
水
滸
傳
の
研

究
─
─
水
滸
傳
諸
本
の
研
究
そ
の
四
─
─
」（
著
者
自
印
、
一
九
七

〇
）
で
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
い
る
。

⑦　

平
田
氏
蔵
本
で
版
心
下
方
の
記
載
の
有
無
を
確
認
不
能
な
三
葉
の
内

訳
は
、
版
心
附
近
の
印
刷
が
非
常
に
薄
い
巻
四
十
七
第
十
四
葉
と
、
版

心
下
方
を
破
損
す
る
巻
六
十
三
第
一
葉
と
、
表
第
三
行
で
本
文
が
終
わ

っ
て
い
て
表
第
十
二
行
の
中
央
付
近
以
降
の
紙
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る

巻
六
十
七
第
十
三
葉
で
あ
る
。
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⑧　

上
原
の
二
〇
一
八
年
十
月
の
調
査
で
は
、
巻
三
第
十
一
・
十
二
葉
、

巻
四
第
五
・
六
・
七
・
八
・
十
五
葉
、
巻
五
第
一
葉
、
巻
八
第
三
葉
、

巻
九
第
六
葉
、
巻
十
二
第
一
・
四
・
五
葉
、
巻
十
四
第
三
・
四
葉
、
巻

十
六
第
五
葉
、
巻
十
七
第
十
一
葉
、
巻
十
八
第
十
一
・
十
二
葉
、
巻
二

十
四
第
七
・
十
六
・
二
十
八
葉
、
巻
二
十
六
第
九
・
十
葉
、
巻
二
十
八

第
六
・
七
葉
、
巻
三
十
四
第
二
葉
、
巻
三
十
六
第
八
葉
、
巻
三
十
七
第

八
・
十
三
・
十
四
葉
、
巻
三
十
八
第
五
・
六
・
九
葉
、
巻
三
十
九
第

十
・
十
四
葉
、
巻
四
十
二
第
三
葉
、
巻
四
十
三
第
一
・
二
・
九
・
十
・

十
四
葉
、
巻
四
十
四
第
十
一
葉
、
巻
四
十
五
第
三
・
四
葉
、
巻
四
十
九

第
三
・
四
葉
、
巻
五
十
一
第
十
一
・
十
二
葉
、
巻
五
十
二
第
七
葉
、
巻

五
十
七
第
七
・
十
・
十
二
葉
、
巻
五
十
八
第
一
・
二
・
十
葉
、
巻
六
十

一
第
二
・
四
・
十
二
葉
、
巻
六
十
二
第
九
葉
、
巻
六
十
四
第
三
・
七
・

八
葉
、
巻
六
十
八
第
四
葉
、
巻
七
十
第
六
葉
、
巻
七
十
一
第
四
葉
、
巻

七
十
二
第
一
・
二
・
七
・
八
・
九
・
十
一
・
十
二
葉
、
巻
七
十
四
第

三
・
五
・
六
葉
、
巻
七
十
六
第
三
葉
、
巻
七
十
七
第
一
・
二
葉
、
巻
七

十
八
第
二
・
五
葉
、
巻
七
十
九
第
一
葉
、
巻
七
十
九
第
十
一
葉
、
巻
八

十
第
一
・
二
・
四
・
五
葉
、
巻
八
十
一
第
四
・
八
・
十
一
・
十
二
葉
、

巻
八
十
二
第
三
・
九
・
十
・
十
一
・
十
二
・
十
四
・
十
五
葉
、
巻
八
十

三
第
五
・
八
葉
、
巻
八
十
四
第
九
葉
、
巻
八
十
五
第
一
葉
、
巻
八
十
七

第
六
葉
、
巻
八
十
八
第
七
・
八
・
十
葉
、
巻
九
十
第
十
一
・
十
三
葉
、

巻
九
十
五
第
九
葉
、
巻
九
十
八
第
八
葉
に
こ
れ
が
比
較
的
は
っ
き
り
と

認
め
ら
れ
た
。

⑨　

前
注
に
同
じ
上
原
の
調
査
で
は
、
巻
三
第
五
・
六
葉
、
巻
十
二
第
一

葉
、
巻
十
六
第
五
葉
、
巻
二
十
四
第
二
十
三
葉
、
巻
三
十
二
第
十
三
・

十
四
葉
、
巻
五
十
五
第
五
・
六
葉
、
巻
八
十
二
第
十
一
・
十
二
葉
に
こ

れ
が
比
較
的
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
た
。

⑩　

前
注
に
同
じ
上
原
の
調
査
で
は
、
巻
十
六
第
三
葉
、
巻
二
十
八
第
一

葉
、
巻
三
十
第
九
葉
、
巻
三
十
二
第
十
葉
、
巻
五
十
五
第
九
・
十
葉
、

巻
五
十
八
第
三
・
五
葉
に
こ
れ
を
認
め
た
。

⑪　

前
注
に
同
じ
上
原
の
調
査
で
は
、
巻
十
一
第
二
葉
、
巻
五
十
五
第
六

葉
、
巻
九
十
八
第
十
六
葉
、
巻
百
第
十
五
葉
に
こ
れ
を
認
め
た
。

⑫　

版
木
は
使
い
こ
む
ほ
ど
墨
を
吸
っ
て
い
く
た
め
、
作
ら
れ
た
直
後
の

版
木
や
し
ば
ら
く
使
っ
て
い
な
か
っ
た
版
木
で
刷
ら
れ
た
本
よ
り
も
、

後
刷
り
の
本
の
方
が
文
字
が
濃
く
刷
ら
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る
。
と
は

い
え
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
刷
り
は
決
し
て
濃
く
な
り
過
ぎ
て
は

お
ら
ず
、
版
木
の
問
題
に
由
来
す
る
と
思
し
き
刷
り
ム
ラ
や
漫
漶
の
部

分
を
除
け
ば
、
全
体
的
に
ほ
ど
よ
い
良
い
濃
さ
が
保
た
れ
て
い
る
。
反

り
や
埋
木
に
よ
っ
て
版
面
が
均
質
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
版
木
が
少
な

か
ら
ず
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
中
国
国
家
図
書
館

蔵
本
は
か
な
り
腕
の
良
い
印
工
（
刷
り
師
）
が
刷
り
を
担
当
し
て
い
た

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

⑬　

こ
う
し
た
漫
漶
に
対
す
る
補
筆
は
、
平
田
氏
蔵
本
の
全
体
に
わ
た
っ

て
散
見
さ
れ
る
。

⑭　

こ
の
よ
う
に
原
則
に
反
す
る
版
木
の
使
い
方
を
し
て
い
る
箇
所
は
他

に
も
稀
に
見
ら
れ
、
例
え
ば
巻
十
二
で
は
第
三
・
六
葉
と
第
四
・
五
葉

が
、
巻
三
十
で
は
第
十
二
・
十
三
葉
が
、
巻
五
十
八
で
は
第
三
・
五
葉
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

と
第
四
・
六
葉
が
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
の
版
木
の
表
裏
に
彫
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
し
、
巻
十
六
第
七
・
八
葉
や
巻
八
十
二
第
七
・
八
葉
は
い
ず
れ
も

一
枚
の
版
木
の
表
裏
に
上
下
を
逆
に
し
て
（
＝
左
右
を
揃
え
て
）
彫
ら

れ
て
い
る
。

⑮　

原
文
は
「
只
存
「
石
渠
閣
補
」
四
字
（「
康
熙
五
年
」
挖
去
者
二
百

三
十
七
頁
）」
と
す
る
が
、
そ
れ
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
た
め
、
文
意

を
汲
ん
で
改
め
た
。

⑯　

こ
れ
は
荒
木
の
二
〇
一
五
年
八
月
の
調
査
に
よ
る
数
字
で
、「
亦
有

一
些
雖
無
補
刻
標
誌
而
字
體
與
其
他
部
分
顯
然
不
同
的
十
一
葉
」
と
し

て
想
定
し
て
い
た
箇
所
は
、
巻
五
第
五
・
六
葉
、
巻
十
七
第
十
三
・
十

四
葉
、
巻
二
十
四
第
二
十
二
葉
、
巻
三
十
二
第
四
・
五
葉
、
巻
六
十
二

第
一
・
二
葉
、
巻
八
十
八
第
十
三
・
十
四
葉
。
こ
の
う
ち
巻
三
十
二
第

五
葉
だ
け
は
二
〇
一
八
年
十
月
の
上
原
の
調
査
で
は
補
刻
と
は
看
做
さ

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
十
葉
は
い
ず
れ
も
上
原
も
何
ら
か
の
補
刻

と
認
め
た
。
そ
れ
を
承
け
て
荒
木
も
改
め
て
写
真
を
確
認
し
、
巻
三
十

二
の
補
刻
は
第
四
・
五
葉
で
は
な
く
、
第
三
・
四
葉
が
セ
ッ
ト
で
補
刻

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
認
め
た
。

⑰　

馬
幼
垣
前
掲
書
は
、「
補
刊
葉
子
共
五
十
五
葉
」
を
各
回
に
何
葉
ず

つ
認
め
た
か
（
一
〇
七
頁
）、「
零
星
補
刊
」
を
各
回
に
何
行
ず
つ
認
め

た
か
（
一
〇
八
頁
）、
及
び
ど
の
回
に
は
補
刻
を
全
く
認
め
な
か
っ
た

か
（
一
一
二
頁
）
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
も
挙
げ
て
い
る
。

⑱　

こ
の
た
め
、
補
刻
行
の
位
置
は
原
則
と
し
て
隣
り
合
う
葉
同
士
で
左

右
対
称
な
の
だ
が
、
巻
十
六
第
七
・
八
葉
と
巻
八
十
二
第
七
・
八
葉
だ

け
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
行
が
補
刻
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
二
組
は
版

木
の
表
裏
で
上
下
が
逆
に
彫
ら
れ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｆ

の
う
ち
巻
九
十
二
の
末
葉
で
あ
る
第
十
二
葉
は
、
補
刻
の
版
木
で
刷
ら

れ
た
行
は
平
田
氏
蔵
本
に
も
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
に
も
残
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
同
じ
版
木
の
表
裏
に
当
た
る
第
十
一
葉
の
表
第
一
～
三

行
が
Ｆ
の
補
刻
だ
と
認
め
ら
れ
た
の
で
、
第
十
二
葉
裏
第
十
二
行
に
彫

ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
尾
題
の
部
分
が
補
刻
の
版
木
に
な
っ
て
い

た
は
ず
だ
と
判
断
し
て
Ｆ
に
分
類
し
た
。

⑲　

以
上
の
諸
版
本
の
巻
首
題
や
所
在
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
本
誌
所
載

孫
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑳　

例
え
ば
、
第
十
三
葉
裏
第
十
行
「
還
寨
」
の
後
に
容
與
堂
刊
本
北
京

Ｂ
本
・
同
内
閣
文
庫
蔵
本
・
覆
容
與
堂
刊
本
・
四
知
舘
本
で
は
詩
が
あ

る
が
、
石
渠
閣
補
刻
本
・
無
窮
会
本
・
芥
子
園
本
・
全
傳
本
・
全
書
本

に
は
そ
れ
が
無
い
。
ま
た
、
第
十
四
葉
表
第
五
行
「
行
事
正
是
」
の
箇

所
は
、
容
與
堂
刊
本
北
京
Ｂ
本
・
同
内
閣
文
庫
蔵
本
・
覆
容
與
堂
刊

本
・
四
知
舘
本
で
は
「
行
事
」
と
「
正
是
」
の
間
に
約
二
行
分
の
文
章

が
あ
る
が
、
石
渠
閣
補
刻
本
・
無
窮
会
本
・
芥
子
園
本
・
全
傳
本
・
全

書
本
に
は
そ
れ
が
無
い
。
よ
り
細
か
い
字
句
に
つ
い
て
も
、
容
與
堂
刊

本
な
ど
の
百
巻
百
回
本
系
統
と
は
異
な
り
全
書
本
な
ど
の
百
二
十
回
本

系
統
と
一
致
す
る
例
が
散
見
さ
れ
る
一
方
で
、
逆
の
事
例
は
皆
無
で
あ

る
。

㉑　

第
十
三
葉
表
第
五
行
「
下
士
」
は
「
下
土
」
の
、
同
第
九
行
「
一

門
」
は
「
七
門
」
の
、
裏
第
七
行
の
「
黒
夜
」
は
「
夜
黒
」
の
そ
れ
ぞ
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れ
誤
刻
。
こ
の
う
ち
「
下
土
」
は
全
書
本
以
外
は
明
ら
か
に
「
土
」
に

作
る
が
、
全
書
本
の
み
「
土
」
と
も
「
士
」
と
も
取
れ
る
よ
う
な
形
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
底
本
は
全
書
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
第
十
四
葉
表
第
一
行
「
如
當
」
は
全
書
本
も
含
め
た
他
の
版
本

で
は
い
ず
れ
も
「
汝
當
」
に
、
同
第
五
行
「
玅
計
」
は
同
じ
く
い
ず
れ

も
「
妙
策
」
に
作
る
。

㉒　

巻
十
五
第
十
二
葉
も
巻
十
五
第
十
一
葉
が
Ｂ
な
の
だ
が
、
両
者
は
字

様
が
や
や
異
な
る
感
じ
が
す
る
の
で
、
同
じ
版
木
の
表
裏
か
ど
う
か
の

判
断
は
保
留
し
た
い
。
但
し
、
巻
十
五
第
十
二
葉
も
Ｂ
に
見
ら
れ
る
字

様
な
の
は
確
か
な
の
で
、
Ｋ
ｂ
に
は
分
類
し
て
お
い
た
。

㉓　

こ
の
朱
円
印
の
中
に
は
、
封
面
題
「
水
」
の
縦
画
上
部
の
す
ぐ
右
の

位
置
に
「
梁
」
と
い
う
字
が
あ
る
。
そ
の
す
ぐ
下
に
あ
る
の
も
「
園
」

か
「
閣
」
あ
た
り
の
字
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
こ
ち
ら
は
若
干
潰
れ

気
味
で
あ
る
上
に
封
面
題
の
「
水
」
に
重
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、

原
本
を
見
て
も
字
か
否
か
は
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。

㉔　

原
本
を
閲
覧
せ
ず
と
も
、『
中
華
再
造
善
本
』
所
収
影
印
本
か
、
或

い
は
前
述
の
「
中
華
古
籍
資
源
庫
」
で
ウ
ェ
ブ
公
開
さ
れ
て
い
る
北
京

Ｂ
本
の
画
像
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
、
上
海
人
民

出
版
社
影
印
本
で
は
、
こ
う
い
っ
た
残
酷
描
写
だ
け
で
は
な
く
、
第
二

十
一
回
後
半
の
図
の
閻
婆
惜
の
裸
体
の
よ
う
な
性
的
な
描
写
に
も
改
変

を
加
え
て
い
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。

㉕　

中
川
諭
「『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
國
志
』
に
つ
い
て
」（『
三
国
志
研

究
』
第
十
一
号
、
二
〇
一
六
）
で
提
唱
さ
れ
た
呼
称
に
従
っ
た
。
中
川

諭
『『
三
国
志
演
義
』
版
本
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
）
や
そ

の
影
響
を
受
け
た
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
版
本
は
緑
蔭
堂
本
と
呼
ば
れ

て
い
た
が
、
そ
の
呼
称
に
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
中
川
氏
が
新
た
に
提

唱
し
た
の
が
こ
の
呼
称
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
版
本
は
、
稀
に
で
は
あ

る
が
「
玄
」
に
闕
筆
が
見
ら
れ
る
。

㉖　

左
下
に
「
同
志
堂
／
蔵
板
」
と
刻
さ
れ
た
封
面
の
右
欄
に
「
江
南
省

城
狀
元
／
境
敦
化
堂
彂
兌
」
朱
戳
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
大
半
の
葉
の
版

心
下
部
に
「
敦
化
」
と
あ
る
。
井
上
進
『
明
清
学
術
変
遷
史
』（
平
凡

社
、
二
〇
一
一
）
一
七
三
頁
で
は
、「
江
南
省
城
」
は
康
熙
六
年
に

「
江
蘇
省
城
」
に
改
名
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
こ
れ
を
康
熙
六
年

以
前
の
刊
本
と
看
做
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
版
本
は
「
玄
」
ば
か

り
か
「
弘
」
に
も
ご
く
稀
な
が
ら
闕
筆
が
見
ら
れ
る
の
で
、
乾
隆
以
降

の
刊
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
神
戸
大
学
人
文
科
学
図
書

館
所
蔵
の
同
名
の
別
版
の
封
面
に
も
「
江
南
省
城
竒
望
／
街
李
氏
書
林

内
／
聚
錦
堂
彂
兌
記
」
と
い
う
朱
戳
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
封
面

に
は
天
頭
に
横
書
き
で
「
乾
隆
丙
子
年
（
二
十
一
年
）
新
鐫
」
と
刻
さ

れ
て
い
る
の
で
、「
江
南
省
城
」
と
い
う
呼
称
が
康
熙
六
年
以
降
に
も

民
間
で
は
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
、
井
上

氏
の
見
解
は
当
た
る
ま
い
。
な
お
、
神
戸
大
学
人
文
科
学
図
書
館
蔵
本

と
京
大
人
文
研
蔵
本
は
、
共
通
の
底
本
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
覆
刻
し
た
、

言
わ
ば
兄
弟
関
係
に
あ
る
も
の
と
思
し
い
。（
こ
の
注
は
専
ら
上
原
に

よ
る
。）

㉗　

候
補
と
な
り
得
る
の
は
、
明
の
隆
慶
、
萬
曆
、
泰
昌
、
天
啓
、
崇
禎
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
補
刻
の
様
相
に
つ
い
て
（
上
原
・
荒
木
）

と
、
南
明
の
弘
光
、
紹
武
、
永
曆
、
そ
し
て
清
の
順
治
、
康
熙
、
雍
正
、

乾
隆
、
嘉
慶
、
道
光
、
咸
豐
、
同
治
、
光
緒
、
宣
統
で
あ
る
。

㉘　

周
文
燿
に
つ
い
て
は
上
原
前
掲
博
士
論
文
第
五
章
「
周
氏
萬
卷
樓
と

周
氏
大
業
堂
の
関
係
に
つ
い
て
─
─
周
如
山
を
め
ぐ
っ
て
─
─
」
参
照
。

㉙　

現
在
見
ら
れ
る
『
書
影
』
の
一
番
年
次
の
早
い
序
文
は
康
熙
六
年
の

も
の
な
の
で
、『
書
影
』
が
世
に
出
さ
れ
た
時
期
に
は
既
に
石
渠
閣
補

刻
本
の
版
木
は
石
渠
閣
の
手
元
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

㉚　

上
原
究
一
「『
大
宋
中
興
演
義
』
と
『
皇
明
英
烈
伝
』
の
王
少
淮
双

面
連
式
挿
画
本
を
め
ぐ
っ
て
」（
瀧
本
弘
之
編
『
中
国
古
典
文
学
挿
画

集
成
（
十
）・
小
説
集
〔
四
〕』
所
収
、
遊
子
館
、
二
〇
一
七
）
参
照
。

㉛　

も
し
か
す
る
と
、
周
亮
工
が
『
書
影
』
巻
一
に
「『
續
文
獻
通
考
』

載
：「
羅
貫
中
爲
『
水
滸
傳
』、
三
世
子
弟
皆
唖
」。
此
書
未
大
傷
元
気
、

尚
受
報
此
、
今
之
爲
種
種
宣
淫
導
慾
之
書
者
、
更
當
何
如
？
可
畏
哉
」

と
書
い
て
い
る
の
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
こ
の
手
の
話

が
周
亮
工
の
父
祖
の
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
う
い
っ
た
祟
り
の
類
を
恐
れ
て
刊
行
者
が
名
前
を
伏
せ
た
と
い
う
可

能
性
は
考
え
ら
れ
よ
う
。

※
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
平
成
二
十
九
～
三
十
年
度
若
手

研
究
（
Ｂ
）（
研
究
代
表
者
：
上
原
究
一
、
課
題
番
号
：
一
七
Ｋ
一
三

四
三
一
）
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




